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私を、お嫁さんにして下さい




～初恋のひとは、龍神の末裔でした～
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『約束を、ありがとう。また、君が困ったときには、私が必ず助けるよ』






　六年前、十歳の私に、彼はそう言ってくれた。

　十六歳になった私、藤波ふじなみ環たまきは、また、助けてもらい。

　――今日、六年前に交わした約束を守る為、彼に会いに行こうとしている。






「環、ごめんね。お母さんたちが、馬鹿だったばっかりに」

「環、すまん。お父さんたちのぶんまで、うちを助けてくれたご当主に、礼を言っておいてもらえるか」

　金木犀の香りが漂う、夕暮れの玄関前。お母さんは両目に涙を浮かべて、お父さんは本当に心配そうな顔で言った。

　私は、今日は準備で学校に行ってないけれど、制服を着ていて。ふたりの顔に、胸の痛みを感じながら返す。

「お母さんたちは、お客さんを信じただけ。馬鹿じゃないよ」

　私の両親は、下町で小さな洋食屋を営んでいる。お客さんはご近所の常連が多く、数か月前、珍しく若い男性が毎日来てくれるようになった。

　そして、その男性に両親は多額のお金を貸して、逃げられてしまった。

　両親は、私が尋ねても、詳しいことは話してくれず。私が心配する必要はない、大丈夫だとくり返すだけだったけれど。両親の顔色が日々悪くなっているのは、感じていた。

　そんなとき、遠い親戚が両親に援助を申し出てくれ、落ち着くまで私に身を寄せるよう言ってくれた。

　――六年前の約束どおり、彼が、私の両親の店を救ってくれたのだ。

「お父さん、ちゃんと、うちのお店を助けてくれたことのお礼を言うね。また、助けてくれて、……すごく、嬉しかったことも」

「また？」と父が首を傾げ、私は焦る。

「藤波様、そろそろ、車に乗って頂けますか。通行の邪魔になりますので」

　父に返す前に、運転手さんが開けてくれている後部座席に座り。うちの玄関前、下町の狭い路地を、私が乗った黒く大きな車が発進する。

　後ろに小さくなる両親がずっと手を振ってくれ、私も手を振りながら、思う。

　……ごめんね、ふたりとも。……私、すごく、ワクワクしてて。

「藤波様、ご両親とのお別れを急かして、すみません。そして、お迎えを昨晩お伝えし、本日の急なお越しになったことも。ご当主の都合に合わせて頂き、申し訳ありません。」

　車が角を曲がり、両親の姿が見えなくなってから。初老の運転手さんが低い声で言った。

「……いえ。……これから、数日ですが、お世話になるのは私です。……ご当主の、……由良ゆら蒼真そうまさんの、都合に合わせます」

　私は、六年前に、一度会っただけの彼の名前を口に出したあと。トクトクと胸が高鳴り始めるのを感じる。

「ご当主は、大変お忙しい方なのです。藤波様に、こちらの都合に合わせてしまい、申し訳ないとおっしゃっていました」

「……えっ、蒼真さんが、そう言ってたんですか?!」

　私は、つい大きく返してしまい、口を閉じてから開く。

「……あの、……他に、私に、何か言ってませんでしたか？」

「申し訳ありません。私は、それ以外は聞いておりません。藤波様、あと、三時間ほど、屋敷までかかりますので。お眠りになっていても大丈夫ですよ」

　運転手さんの答えにがっかりしたけれど、眠れるわけがない。

　……六年振りに、……彼に、蒼真さんに会えるから。

　昨晩、暗い顔をした両親に今日のことを聞かされて、私は「やったあ」と叫んでしまった。

　両親は驚き、私はなんとか誤魔化して自分の部屋に戻り。荷造りをしたあとベッドに入って、ほとんど眠れなかった。

　六年間、ずっと想っていた、……初恋のひとに会えるからだ。

「……あの、蒼真さんて、……六年前と、変わっていませんか？」

　少ししてから、運転手さんが「そうですね」と言い、続けた。

「六年前ですと、蒼真様は二十二歳で、大学に通われていた頃ですね。比べますと、二十八歳になられて、お仕事での姿が板につき、お父様のお仕事をしっかりと引き継がれていらっしゃいます。元から落ち着かれた方ですが、更に、自身を出すことはなくなりましたね」

　……確かに、出会った時の彼は、すごく落ち着いてた。

　テレビやネットで見る、二十二歳のアイドルや俳優さんに比べ、六年前の彼はとても大人に見えた。

「蒼真様は、お小さい頃から、とても静かな坊ちゃまでした。お嬢様と間違われることもありまして。今も、お綺麗なお顔はそのままの男前で、今風に言いますとイケメンですか。お小さい頃から仕えている、私の欲目もあるとは思いますが。蒼真様は、そこいらの芸能人よりも……」

「分かります！　私も、六年間、蒼真さんより格好いいひとを見たことありません！」

　自分が思っていることを言われ、つい大きく返してしまい。私は熱い顔を下に向けた。

「藤波様は、まだ、十六歳でしたよね」

「はい」と返すと、運転手さんが続ける。

「失礼を承知で、聞いてもよろしいでしょうか。先ほど、ご両親とのお別れが寂しそうに見えなかったのは、蒼真様と会えるからでしょうか」

　運転手さんの言葉に、私は温度が下がり。少ししてから「ごめんなさい」と返した。

　……本当に、薄情な娘で、ふたりともごめんね。

　そう、心の中で両親に謝っていると、運転手さんが静かに言った。

「申し訳ありません、責めている訳ではないのです。ただ、私は、坊ちゃんが産まれる前から由良家にお仕えさせて頂いておりまして、蒼真様をずっと見させて頂いています。なので、失礼ですが、蒼真様が、藤波様のおうちを助けたことは、いつもならあり得ないことでして。それに、藤波様を屋敷に迎えるというのも」

　すっかり熱の冷めた顔を上げ、私が口を開く前に。運転手さんが静かに言った。

「ご存じでしょうが。由良家は、親族以外には、絶対に漏らさない様にしていることがあります。私も、藤波様より、更に遠い血縁者になります」

　私は、母から聞いたことを思い返す。

『うちの本家、由良家にはね。大昔、竜神様に嫁いだ女のひとが居たの』

「昔話の様な、不思議なお話ですが。由良家は、竜神を祖先に持ち、竜神の力を持つ男子が家督を継ぐ家です」

　母の言葉に、運転手さんの言葉が重なり。

「……だから、……蒼真さんは、あんなに、……格好いいんでしょうか」

　私が思ったままをもらすと、運転手さんは小さく吹き出したあとで言った。

「確かに、蒼真様のお父上も大変な美形ですね。藤波様は、男性の見た目に好意を持つ、面食いな方なのでしょうか」

　私は、少しして意味が分かり、

「……ちっ、違います！　私が、蒼真さんを好きなったのは、……確かに、見た目もあるけど、……それだけじゃありません!!」

　つい、大きな声で、素直な気持ちを言ってしまった。

「では、好意を持っているのが、お顔だけではないこと。どうしてか、教えて頂けませんか」

　全身汗がふき出ている私とは正反対、運転手さんは冷静な声で続ける。

「今回の、蒼真様から、藤波様のご両親が経営される飲食店への融資。ご実家が落ち着かれるまで、藤波様が由良家に来ること。由良家の親族で、あらぬことを考えるものもいます」

　私が「あらぬこと」とつぶやくと、車は大きな道に出て赤信号で止まる。

「藤波様のご両親は、娘を蒼真様に差し出し、融資を頼んだというようなことです」

　私は、意味が分かり、大きく口を開く前。

「先ほどのご様子から、藤波様のご両親は、本当に、お店のお客様に騙されて負債を抱えた、娘想いの善良な方たちに見えました。そして、藤波様は、差し出されたのではなく。自分の意志で、好意を寄せる蒼真様にお会いに行かれるのが分かりました」

　運転手さんが淡々と言い、青になった信号に車を発車させる。車はゲートをくぐり、高速道路を走り始めた。

「藤波様、道中は長いので、途中、お手洗いなど、遠慮なくおっしゃって下さいね。さて、再びお聞きします。蒼真様に、好意を持っているのが、お顔だけではないこと。どうしてか、教えて頂けませんか」

　運転手さんが言い、私は「言わなくちゃダメですか」と小さく返す。

「申し訳ありません。由良家の屋敷は、血縁があろうとも、行事ごと以外でおいそれと入れる屋敷ではありません。大企業を持つ家なのもあり、侵入者には厳しいのですよ」

　私は『侵入者』なんだと少し傷つき、母から聞いたことを思い返す。

　由良家は、大手不動産会社を持つ、代々立派なお家。家を助けてくれることになったときに聞き、私は驚いて、納得した。

「……お屋敷、とても大きいですよね」

　六年前、一度だけ行ったことのある、由良家のお屋敷。

　山奥にあり、小学校ぐらい広く、立派な日本庭園と高級旅館の様な大きな日本家屋があった。

「屋敷周囲の山や土地も、広く、由良家のものとなります。屋敷のまわりに血縁関係者以外立ち入らない様、特に、屋敷には、不審なものを血縁者でも入れないよう気を付けております。由良家は持っているものが多く、それを奪おうとするものが、後を絶ちませんので」

　運転手さんの話が何を意味するか、『侵入者』の私は分かり始め。

「これから、お話をお聞かせ頂き、藤波様が安心できるお方と分かりましたら、屋敷にお送りさせて頂きます。私は、ただの運転手ですが、由良家、坊ちゃんを守る様に、蒼真様のお父上に言いつけられていますので」

　私は、すうっと全身の温度が下がり。震えている唇を開いて、かすれた声を上げた。

「……私は、……ずっと、……蒼真さんに、会いたかったんです」

　ショックを受けている私に、少しして、運転手さんが静かに言った。

「会いたかったのは、どうしてですか」

　私は、こぼれそうな涙を止める為、両目を閉じると。

『そんなこと、言われたの。初めてだ』

　六年前に見た、すごく綺麗だけど、とても寂しそうな蒼真さんの笑顔が浮かんだ。

「……六年前、蒼真さんを、……寂しくしないって、約束したからです」

　私は、両目を開けて、彼との出会いを語り始めた。






　―――六年前、私は両親に連れられ、山奥の大きなお屋敷に行った。

　由良家の遠い親戚の母は、屋敷に呼ばれるのは初めてだと言い。とりあえず、きちんとしておきなさいと、珍しくきつく言ってきた。

　屋敷はとても広く、お庭と家屋はとても立派。案内された広い畳の部屋にはたくさんのひとが集まっていて、漂う雰囲気に、子供の私はとても驚いた。

　両親のこじんまりしたお店で、大人達は、いつも明るい笑い声を響かせているのに。

　屋敷の広い畳の間に集まっている、ぴしりとした黒い姿の大人達は、とても静かで笑んでいるひとはいなかったからだ。

　たくさんひとが居るのにしんとした部屋の中、両親と隅に座り。母に、今日は、何の集まりか聞くと。みんな、この家の息子さんに挨拶をしに来たと言われて、私は訊いた。

　……どうして挨拶をするの、偉い人なの。

　母の返事の前に、遠い奥の障子が開き、静かな部屋に小さな声が響いた。

『本日は、遠方にもかかわらず、急にお呼び立ていたしまして、誠に恐れ入ります』

　大きくないのに、とても通る透明な声を上げ。着物の男の人が頭を下げて、上げる。

『皆さま、突然ではありますが。父は、離島でのリゾート計画の為、この屋敷から、表舞台からは遠ざかります。不肖の息子である私が、来年の大学卒業後から社に入り、父の指導の元、父の代理を務めることになります。私は、父とは違い何の才もありませんが、受け継いだ力にあぐらをかかない様、精進して参ります。皆さまの、ご指導ご鞭撻のほど、お願い申し上げます』

　彼の言葉の意味は分からない。でも、ひとつひとつの言葉が、静かに落ちる雨音みたいで、ずっと聞いていたいと思い。

　私は、声と同じ様に、とても美しい彼の姿に視線が離せなくなった。

　白色の着物に、白色の羽織と足袋。銀色の帯に羽織紐。テレビでしか見たことない、とてもきちんとした着物姿。

　長身で細身の彼にとてもよく似合い、遠くからでも分かる、整った顔を引き立てている。

　黒い艶やかな髪の毛。真ん中で前髪を分けた狭い額、きりりとした眉。すっと通った高い鼻、垂れ気味で黒目がちなくっきり二重の瞳。閉じていても左右が上がっている、下が厚い唇。

　黒い服の人達の中で、白く輝いて見える彼の容姿に、私は思った。

　……今まで、見てきたひとの中で、一番きれい。

　女の子や女の人よりも、とてもきれいで。私が見とれてしまっていると、彼は集まっているひとりひとりに挨拶を始めた。

　彼よりずいぶん年上だろうおじさんやおばさん達が、彼にとても丁寧に接する。不思議な光景を見つめていると、彼が、私達家族の前に座った。

『お初にお目にかかります。由良蒼真と申します。今日は、遠いところまでお越し頂きまして、ありがとうございます』

　彼が頭を下げ、両親も。間近の彼の美しさに、私が固まっていると。

『藤波様のお嬢様は、私を、ずっと見ていますが。私は、何か、おかしいかな』

　話しかけられて、心臓が止まりそうになり。ほほ笑まれて、震える唇を動かした。

　……きれいだから、ずっと、見てたいの。

　思っているままを言うと、彼の両目が少し大きくなり、細くなった。

『ありがとう。でも、そんなに、私はいいものでないよ』

　そう言い、彼は私の頭をなでてくれ、笑んでくれた。

　私は、話せて撫でられた嬉しさよりも、ぎゅっと胸がしめつけられるのを感じた。

　今、感じている気持ちが何なのか。分からないまま、彼は私から離れていった。

『ささやかですが、お食事とお酒をご用意させて頂きましたので、どうぞ、遠慮なくお楽しみ下さい。私は失礼させて頂きますが、お気になさらず、今晩は屋敷に泊まってお帰り下さいませ』

　皆に挨拶を終え、彼は、入ってきた障子から出ていってしまった。

　広間に食事の用意がされ、宴会がはじまり。彼が居たときが嘘の様に大人たちは騒ぎ始め。私はひとり縁側に座り、広い庭を見ながらぼんやりしていた。

『おい、ばかたまき！　さっきの何だよ。馬鹿じゃねえの！』

　二歳上で、近所に住む親せき。秋津あきつ一郎いちろう君が話しかけてきた。

『由良家の当主に、変なこと言うなよ！　お前んとこの、しょぼい店、潰されるぞ』

　一郎君のお母さんと、うちのお母さんは仲が良い。でも、私は、小さい頃から一郎君にいじめられてきたので、彼が苦手だ。

　……何で、潰されるの。

『馬鹿！　何も知らないんだな！　由良家の当主はな、変な力で、人間に変なことすんだ』

　……あんな、きれいな人が、変なことなんてしないよ。

『ばかたまき！　あいつはな、人間じゃないんだよ』

　私は、一郎君の言葉に、かあっと全身が熱くなり。気が付くと、彼の顔をひっかいていた。

『……ってえな！　ばかたまき、何すんだよ！　……あっ、待て！』

　私は長い廊下を駆け、玄関で急いで靴を履き、外に出た。乱暴な一郎君からの仕返しが怖くて、熱い身体で走った。金木犀が強く香る庭を駆け、屋敷の外に出る。

　左右に緑茂る道を駆け、息が苦しくなって、止まり。はあはあと大きく息をしていると、頭にぽつりと感じ、すぐに雨が降り始めてしまった。

　私は、後ろを振り返り、屋敷を目指す。雨はどんどん強くなる、屋敷には全然つかない。辺りは濃い緑の匂いが漂い、だんだんと薄暗くなっていく。

　どおんっと頭上で音がした。私は、驚いて、転んでしまう。黒い視界で、雷は鳴り続き、冷たい雨に打たれながら思う。

　……誰か、……助けて。

　閉じている両目から、涙がこぼれたとき。

『大丈夫かい。こんなに濡れて、かわいそうに』

　雷の大きな音がしているのに、静かな声が大きく両耳に響き。

　両目を開く前に、ふわりと包まれ、抱き上げられるのを感じた。

『屋敷まではすぐだ。ご両親のもとに、すぐに帰れる』

　両目を開くと、私を両腕に優しく抱いてくれている、美しい彼が笑んでいた。

『ああ、泣くのは止めないでいい。怖かったら、目を閉じているといい』

　ぽろりと私は涙をこぼしたけれど、両目を閉じず。先ほどとは違い洋服姿の彼は、くすりと笑って歩き出す。

『君は、藤波様のところのお嬢さんだね。名前を、聞いてもいいかな』

　ゆっくり歩く彼が言い、私は涙を止められずに『環』と小さく言う。

『いい名前だね。たまき、かわいらしい君に、ぴったりだ』

　彼に名前をほめられ、呼ばれたのが嬉しくて。涙が止まったあと、私は、熱くなった顔で『ありがとう』と小さく返した。

『たまき、すまなかったね。この辺りは、少し細工がしてあってね。屋敷の周りは、ひとを、わざと迷いやすくしているんだ』

　私が首を傾げると、彼はにこり笑んで言った。

『先ほど、言われていただろう。私は人間じゃないから、私から人間を遠ざけるよう、屋敷の周りに細工をしているんだ』

　私は何も言えなくて、彼が笑んだまま続ける。

『私は、まだ、正式に由良家の当主にはなっていないのだけれど。普通の人間にはない力を、父から受け継いだ。先ほど、利発そうな男の子が言っていた通り、私は、人間に変なことが出来る。私は、人間ではない』

　私は、何も言えず。胸がぎゅっとなって、彼の顔を見つめるしかなかった。

『だから、こうして、私が触れてしまって、すまない。誰かに、ご両親に、このことは言わないで欲しい。たまき。かわいらしい君が、私のせいで、嫌な目にあうのは嫌だから』

　私は、胸がとても痛くなって、止まっていた涙があふれだした。

『ああ、怖い話をして、すまなかったね。もうすぐ、屋敷に着くから。うちには温泉があるから、すぐに入って、温まるといい』

　……私も、嫌。……あなたが、嫌な目にあうの。

　私が、かすれた声を上げると、彼は両目を大きくして止まった。

　……私は、あなたが、嫌な風に言われるの。……寂しいの、嫌だ。

　口から勝手に出てきた言葉に、私は、どうして胸が痛かったか分かる。

　きれいで美しい彼は、とても、寂しそうに笑う。私は、それが悲しくて、胸がぎゅっとなるのだ。

　……寂しいの。……嫌じゃないの。

『そんなこと、言われたの。初めてだ』

　そう言ったあと、やっぱり、寂しそうな笑みを彼は浮かべ。私は、思ったままを言った。

　……私、あなたを、寂しくない様にしてあげたい。

『もしかして、今、助けられていると思っているから、そんなことを言うのかい』

　……違うの、私は。

　子供の私は、言葉を知らなくて。自分の気持ちを伝えられずに、涙を流すしか出来ず。

　彼が、『ごめんね』と長い指でぬぐってくれ、言った。

『ありがとう。そんな、嬉しいこと、言われたことなくて。子供の君に、試すようなことを言ってしまった』

　彼は『ごめんね』ともう一度言い、両目をとても細くして続けた。

『もしも、君が大人になっても、そんな風に思ってくれるなら……』

　彼は、途中だろう、言葉を止めて。私は、はっきりと言った。

　……約束。私、あなたを、寂しくしない。大人になっても、変わらない。

　彼は、両目を大きくして、くしゃりと胸が痛くならない笑みを浮かべて言った。

『約束を、ありがとう。また、君が困ったときには、私が必ず助けるよ』

　私は、嬉しくて、涙が溢れて。彼の長い指を持つ片手に、両目を隠されてしまう。

『ありがとう。私は、君がくれた約束だけで……』

　そして、私は、彼の言葉の途中で意識をなくしてしまった―――。






「……それで、気が付くと、朝で。自分の部屋に居ました。お母さんに、助けてもらったことを話すと、蒼真さんが……不思議な力を持っているお話を聞きました。私を見つけてくれた、蒼真さんの力を……頼りたい人は多いから、使ってもらったことを誰かに言うのはダメだと言われました。もちろん、誰にも話してません。あの日から、蒼真さんに会いたいとお母さんに言っても、無理でした。だから、……二十歳になったら、迷ってでも、お屋敷に行こうと思っていました。あと、四年かかると思ってたし、また、助けてもらえるなんて思ってなくて、……約束、早く守れそうで、すごく嬉しいです」

　私が、六年前にあったこと、自分の気持ちを全て話し終えると。運転手さんは、サービスエリアへと入り、車を停めた。

　静かな車内で、運転手さんの声を待ちながら。私は、正直に全て話したことを、少しだけ後悔する。

　……一度、会っただけ。……あれから、会うことも、連絡も出来なかったのに。……六年間、彼を想い続けていたなんて、信じてもらえないよね。

　私が、『侵入者』だと思われても仕方ないだろう。

　四年後、自力で会いに行くしかないなと思ったとき。前の席から、大きく洟はなをかむ音が聞こえた。

「……失礼いたしました。重ね重ねの無礼なもの言い、まだ、子供のあなたに対する厳しい態度。本当に、すみませんでした」

　運転手さんは、驚いている私に鼻声で続けた。

「藤波様、環さんとお呼びしていいでしょうか。環さん、六年前、まだ十歳であったのに、坊ちゃんの孤独を労わって下さり、本当にありがとうございました」

　多分、涙を流している運転手さんは、もう一度洟をかんでから言った。

「坊ちゃんは、ひととは違う力を持ち、お父上の大きな会社を継がれる為、簡単には、他人に心を開いてはいけないのです。そして、生真面目な坊ちゃんは、必要以上に自身を律してらっしゃいます。お父上の顔に泥を塗らぬ様、公私ともに気を抜かない生活をされ、息抜きをすることもなく、六年前の様にひとりで立たれています」

　六年前、もっと子供だった自分が感じたまま。彼は、変わらず居るのだと分かり。

　私は、胸がしめつけられて、泣きそうになってしまった。

「蒼真さまが、利害関係なく環さんのお家を助けて、環さんを屋敷に呼んだ理由。お話を聞かせてもらい、よく、分かりました。私は、とても嬉しくて、安心いたしました。少し休憩してから、屋敷に向かいましょうか」

　私は、運転手さんの言葉に驚いて、ほっと息を吐き。お手洗いだけ行って、車に戻るとすぐに出発してもらった。今の彼を知って、早く会いたいと思ったからだ。

　高速を降りて、すっかり暗くなった、灯りの少ない山道を車が進み。私の胸はどんどん高鳴っていき。思っていたよりも早く、六年ぶりのお屋敷へと着いた。

「六年前、蒼真様のご挨拶の会は、母屋で行いましたが。普段住まわれているのは、別の家になります」

　記憶どおり、ぽつぽつと行灯が灯る立派な日本庭園、庭に負けない大きな日本家屋を過ぎ。運転手さんの後ろをついていくと、オレンジ色に光る二階建ての洋館が見えた。

　扉を開けてもらい、中に入ると、外観と同じ歴史を感じる広い玄関。スリッパを勧めてもらい、ローファーを脱いで、とくとく鳴る胸を押さえて上がる。

　……やっと、……蒼真さんと、会えるんだ。

「蒼真様の書斎にご案内しますが。普段は、お仕事をされている場所なので、お近づきにならない様にして下さいね」

「はい」と言うと、運転手さんはふふっと笑う。

「こんなかわいらしい、自分を分かってくれるお嬢さんが居れば、縁談を断り続けるのも仕方がありませんでしたね」

「えっ！」と、私は大きく言ってしまい、運転手さんに「しーっ」と言われてしまう。

　よく磨かれた焦げ茶色の廊下を並んで歩きながら、運転手さんはにこにこしながら小さく話す。

「安心して下さいね。坊ちゃんは、本当に真面目で、真面目過ぎる方で。縁談は断り続けていて、女性関係は、心配になるぐらい何もありませんから」

　私は、ほっと息を吐き、思ったままを返す。

「……私、そういうの、……全然、考えてなかったです」

「電話も手紙も交わせず、多感なお年頃でしょうに。六年も、よく一途に想えましたね」

「……おかしいでしょうか。……気持ち悪いと、思われますかね」

「そんなことを言われたなら、言って下さい。私、こう見えても、怒ったら怖いんですよ」

　そう言って、運転手さんはにこりと笑い、「こちらです」と扉の前で足を止めた。

「環さんがお着きになりました」と、運転手さんが重そうな扉を叩き。

「どうぞ」と聞こえて、六年ぶりの彼の声に、涙が出そうになった。

「では、あとは、若いおふたりでごゆっくり。お荷物は、二階の一番奥のお部屋に運んでおきますので」

　そう言って、運転手さんは背中を向けて行ってしまう。

　私は、ごくりと喉を鳴らしてから、「失礼します」と扉を開いた。

「どうした、入って来なさい」

　いつの間にか、顔が下に向いている。そのまま、どくどくと鳴る心臓を押さえて中に入り、後ろ手で扉を閉めた。

「遠くから来て、疲れたろう。ソファに、かけなさい」

　……六年前と、少しも変わらない、……彼の声だ。

　私は泣きそうで、「はい」と小さく言い、目の前のソファにかける。

「お腹が空いているなら、扉の前で待っている、ここに連れてきてくれた鬼怒きぬさんに言えばいい。鬼怒さんの奥さんが、何か作ってくれる。部屋や風呂は、奥さんが教えてくれる」

　私は、デスクに座っている、左からの彼の声に「はい」と小さく返す。

　……何で、顔を上げて、彼をちゃんと見られないんだろう。

「藤波環さん、大きくなったね。六年前と、顔は変わらないが」

「えっ！」と私は大きく言い、顔を上げて左に向いた。

「優しいご両親に、大事に育てられたんだろう。身長は伸びているが、顔は、まだ、かわいらしい子供のままだ」

　そう言った、彼、由良蒼真さん。運転手さんが言っていたとおり、想像していた以上に、素敵になっていた。

　白いシャツを着て、前髪を下ろしている。六年前は女顔のきれいな男の人、今は、大人の男の人という感じで、より格好いいと感じる。

「すっかり、私は、おじさんだろう。がっかりしたかな」

「……そんな！　がっかりなんかしてません！」

　私は立ち上がり、大きい声で言ってしまい。彼は、両目を細めて言った。

「ご実家を助けたのは、君と、約束をしていたからだ。そんな風に、気を使う必要はないよ。君を、ここに来させたのは、ご実家が落ち着くまでと思ったからだ。ご両親は、君を気遣って、詳しく話してないだろうが。ご両親を騙した人間は、他にも詐欺を働いていて、お店の常連客にも金を借りていた。そして、あり得ないだろうが、ご両親も共犯ではないかと疑われている。警察や検察が店に来る様になれば、君の生活はおびやかされてしまうだろうから、ここへ来てもらった」

　私は、初めて知る事実にショックを受け、言われた言葉を頭でくり返してから言った。

「……私、知らずに、……ここに来れるの、嬉しいとしか思ってなかった」

「誤解がないよう言っておくが。君をここに呼んだのは、約束を守っただけだ」

　私は、下がっていた顔を上げる。六年間、ずっと会いたかった彼が、六年前とは違う笑みを浮かべて私に続けた。

「鬼怒さんが、余計なことを言っていたようだが、気にしないでいい。私は、君を、遠縁の子供としか思っていない。安心して、ここで、しばらく暮らしなさい。私からは、以上だ。仕事があるので、出ていってもらえるかな」

　そう言い、彼は下を向き、ノートパソコンを操り始めて。

　私は、何とか「おやすみなさい」とだけ言って、部屋を出ていくしかなかった。






　　　※






　―――六年間、ずっと会いたかったひとに会えた。

　でも、思い描いていた再会にはならず、私はショックでほとんど眠れなかった。

「おはようございます。環さん、ベッドの寝心地が悪かったでしょうか」

　一階に降りると、鬼怒さんに言われて、「おはようございます」と返す。

「……悪くありませんでした。……あんな、お部屋にベッド、私が使っていいんですか」

　用意してもらったお部屋は、実家の部屋より広く、机に本棚にチェストはアンティークだろうとても立派なもの。そして、ふかふかのベッドは、天蓋がついたものだった。

「いいんですよ。蒼真様のご指示ですから」

　彼の名前に胸がキュッとなり、「そうですか」と小さく返すと、鬼怒さんが大きく息を吐いてから言った。

「環さん、眠れなかったのは、昨晩の坊ちゃんとのやりとりのせいでしょうか」

　聞こえていたんですかと聞く前に、鬼怒さんが続けた。

「坊ちゃんに代わり、私が謝ります。せっかく、環さんが来て下さったのに、あの態度はあり得ません。ちゃんと、怒っておきましたからね」

　鬼怒さんがにこりと笑み、私が返す前に、朝食が出来ているので身支度をする様言われた。

　私は洗面所に向かい、ぼんやりした顔を冷たい水で洗い、両手でぱんと叩く。

　……ここで出会ってから、六年、ずっと。……彼は、特別なひとだった。

　彼は、遠縁の子供だとしか、私を思ってなかった。

　……助けてくれたことより、会えることが嬉しかった。

　彼が、両親を助けてくれ、私をお屋敷に招いてくれたのは、約束を守っただけ。

　……私は、彼が私を想ってくれているから、また、助けてくれたんだと。思い込んでいた。

　彼は、私のことを、私が彼を想う様には想ってなかった。

「……馬鹿環。……お礼も、言えてない。……ちゃんとしろ」

　私は、一郎君みたいに自分を叱ってから、もう一度顔を洗う。

　お手洗いを済ませ制服に着替えてから。昨晩、彼と出会う前とは正反対の気持ちで、私は一階の食堂に入った。

「おはよう。昨晩は、よく眠れなかったのかい」

　先に長いテーブルに着いていた、白いシャツと黒いパンツ姿の蒼真さん。そばに立つ私を見る顔は、昨晩とは違う。

　本当に心配してくれているのが分かる顔は、六年前と変わらなくて。胸がぎゅっとして、泣きそうになり、私は顔を下に向けて言った。

「……おはようございます。……大丈夫です」

「嘘はつかなくていい。我慢せず、言いたいことを言いなさい」

　私は、優しい声に顔を上げず、ぎゅっと両手を握って返した。

「……あの、昨日、言えなくて。……私を、……うちを助けてくれて、ここに呼んでくれて。ありがとうございます」

「藤波環さん。環さんと、呼んでいいかな」

　私は、涙を我慢しながら、「さん」はいいですと下を向いたまま返す。

「環、昨晩は、すまなかった。君に、必要以上に、冷たい態度を取ってしまったこと。鬼怒さんに言われて、気が付いた。すまない。顔を上げてくれないか」

　ゆっくり言う通りにすると、両目を細めている蒼真さんの顔が見えた。

「私は、環からすればいいおじさんで大人だが、君との距離の取り方が分からない。一緒に住めば、多々、嫌な思いをさせてしまうだろう。別の場所を用意するから、朝食が済んだら向かいなさい」

　私は、「嫌です！」と大きく言って、狭い喉で続けた。

「……約束、……私には、守らせてくれないんですか」

　涙を必死で我慢しながら言うと、蒼真さんは両目を大きくし、細めて言った。

「環は、約束を、私にくれたことだけでいいんだよ。私が勝手にしたことが、君の負担になっているなら、すまない」

　六年前と同じ、きれいで、とても寂しそうな笑みで彼が言ったあと。

　私は、かあっと身体が熱くなり。両手を伸ばし、テーブルの上の彼の片手を包んで、冷たい温度を感じながら言った。

「私は、蒼真さんを、寂しくしないように来たんです！　約束を、守らせて下さい！」

　大きく言ったあと、両目を大きくした彼の顔に、しまったと思ったとき。

「環は、六年もあったのに、本当に変わらなかったんだな」

　蒼真さんが言い、私は顔を下に向け「ごめんなさい」と小さく言った。

「謝らなくていい。君がどんな態度をとっても、私は、君を勝手に助けるだけだ」

　ゆっくり首をもたげると、真剣な彼の顔が向いていた。

「君は、まだ子供だ。そんなことを、今、決めてはいけない」

　私は少し考えてから、今度は、小さく言った。

「……じゃあ、四年後。二十歳に、大人になったら。また、ここに来てもいいですか」

「環、どうして、そんなことばかり言うんだ。助けられた恩を返す為、そんなことを言うんなら…」

「私は、あなたが好きなんです。六年前から、ずっと好きで、会いたかった」

　彼の言葉をさえぎって、溢れてしまった気持ちを口にし、私は勢いで続ける。

「約束どおり、また、助けてくれたことが嬉しくて、会えることはもっと嬉しくて。でも、こんな私が気持ち悪いなら、言って下さい。四年後も来ないし、すぐに出て行きます」

　思うままを言ったあと、母に小さい頃から言われ続けていることを思い出す。

　相手の気持ちを考えず、自分の想いを一方的に押し付けてはいけない。私は、思い込むくせがあるので、気を付けるよう言われていた。

　……今、私が蒼真さんに言ってること、……押し付けでしかない。

　そう気づき、謝ろうと口を開こうとすると、彼は大きな片手で私の両手を包んだ。

　うろたえた様な蒼真さんの顔に、私は口を開くことが出来ず。彼は顔を下に向け、小さく言った。

「……嫌だ。環、ここに、居てくれ」

　そう言ったあと、蒼真さんは顔を上げ、私にまっすぐな視線を向けてきた。

　先ほどまでとは真逆な彼の言動に、私の胸の鼓動はとても速くなっていき。

　……今、……彼は…私を、ちゃんと見てくれてる。

　蒼真さんの熱くなった手の温度と、言われた言葉にとても顔が熱くなる。

「……あの、……手を、離してくれませんか」

　自分から触れて、想いを伝えたくせに。私はとても恥ずかしくなって、小さく言った。

「環、そんな、かわいい顔を見せないでくれないか」

　そう言ったあと、彼は、私の手を包む力を強め言った。

「私を煽るようなことばかり言い、そんな、かわいい顔を見せないでくれ。抑えられなくなる」

　今、私を見つめる蒼真さんの顔は、大人の男性の顔、そのものだ。

　そう感じた途端、心臓が大きく鳴り始め。私がもっと熱くなった顔を下に向けると、彼の手が離れた。

「すまない。ちゃんと、抑えるから。環が、大人になるまで、待つから」

　私は、言葉の意味が分からなくて、訊ねる前に彼が続けた。

「鬼怒さん。朝食を持ってきて下さい。環。座りなさい。これからのことを、朝食をとりながら話そうか」

　顔を上げると、食堂の扉のガラス越し、鬼怒さんの笑みが見えた。

　なぜか、とても恥ずかしくなり、顔を下に向け。「こちらへ」と言われた、彼の左の椅子にかける。扉が開き、鬼怒さんと奥さんが、長テーブルの上に旅館の朝食のような豪華な和食を並べてくれた。

　蒼真さんに「食べよう」と言われて、私は急に強い空腹を感じる。

　昨日、実家を出る前は、彼に再会出来る嬉しさと緊張から、ほとんど食べられず。

　お屋敷に着いて、蒼真さんと出会えたけれど、ショックで空腹を感じることはなく。

　今、少しほっとしている私は、「いただきます」と言い、出された食事を食べ始める。お味噌汁、ごはん、おかず、全部がおいしくて手が止まらない。

「食べながらでいいから、聞いてくれるかな。昨日の夜も話したが、ご実家が落ち着くには、少し時間がかかる。数日ではなく、数か月、数年かかるかもしれない」

　食べるのに夢中で気づかなかったけれど。蒼真さんは朝食に手をつけてなくて、お茶しか飲んでない。

「私は、熱いものが苦手でね。気にせず、食べなさい。それで、嫌だろうが、君は、転校をして、こちらにしばらく住んだほうがいだろう。ご両親も、今はうちに居ないほうがいいとおっしゃっている」

　私は、手早く残りを平らげ「ごちそうさま」と言い、お茶を一気に飲み干してから返した。

「……分かりました。……私は、これから、ここでお世話になりたいです。私は、このお家で、どんなことをすればいいですか」

　蒼真さんは、私の湯飲みにお茶を注いでくれたあと、言った。

「まず、転校をして、生活を整えて。高校生活を無事に過ごし、将来を考えればいい」

「ありがとうございます。じゃあ、高校に行きながら、ここで、何をしたらいいですか。私、家事や料理なら、得意です」

　私は、小学校高学年からお店を手伝っているし、忙しい両親に代わり家事もやってきた。運動神経がない代わりに、手先は器用なほうだ。

「君は、ここで、特に何もしなくていい」

「じゃあ、バイト出来るところは、この辺りにありますか」

「バイトはしなくていい、君は高校生活を健やかに送ればいい。おうちが落ち着くまでの生活は、私が保障する。ご実家の問題も、早く片付くよう動く。環、君は、ただ、ここに居ればいい」

「……そんな、……その、……そこまでしてもらって、私が何もしないのは…」

「私が、勝手にすることだ。ここに居たいなら、私のすることに従いなさい」

　蒼真さんは両目を細めて、私は「はい」と返すしか出来なかった。

「朝食は、必ず、一緒にとるが。それ以外は、あまり顔を合わせられないだろう。安心して、環は、健やかにここで暮らしなさい」

　そう、何も言えない笑みで言われた日から、私の生活は大きく変わった。

　数日後、転校先の高校へ。ブレザーから白いくるぶし丈のセーラー服。私立の中高大一貫の女子校。下町の明るくさわがしい共学の教室とは違う、自然溢れる場所の大人しい女の子達の教室。

　話しかけてもらえることはなく、話しかけることも出来ず。中庭でひとりお弁当を食べて授業を受けて、苦手な体育をがんばって、鬼怒さんの送り迎えで通学する。

　お屋敷から学校までは車で三十分かかり、バス停が近くにない。自転車通学は、蒼真さんに却下された。

　学校から家に戻り、いいと言われたけれど、鬼怒さんの奥さん多恵さんと家事をする。

　多恵さんは、父方のおばあちゃんと同じ歳で、優しくて料理に家事がとても得意。

　鬼怒さん夫婦は、何十年も前からお屋敷に住み込みで働いているそうで、洋館の奥に家がある。屋敷の母屋とお庭は業者さんに任せていて、洋館に入れるのは鬼怒さん夫婦だけ。

　最初はダメと言われたけれど、夕飯は多恵さんと食べ。食後に一緒にテレビを見たり、お風呂に入るのを急かされて、多恵さんは九時には帰ってしまう。

　しんとした洋館にひとり、私は自分の部屋で予習をしたり、繋がっていて良かったネットを見たりする。鬼怒さん夫婦にきつく言われているので、外に出たり、家の中を探検したりはしない。

　夜更かしをしない様言われているので、十一時には、私には豪華過ぎるベッドに入り。しんとした、虫の鳴く音しかしない夜に目を閉じる。

　お屋敷に来て、ひと月は、慣れない生活に疲れて眠ることが出来た。

　でも、生活が落ち着いてきたら、色々と考えるようになってしまった。

　両親とはしばらく会えず、連絡もとれない。高校を卒業するまでは、その状態が続く。

　朝ご飯のとき、蒼真さんに言われたときは、仕方ないと思えたのに。

　……どうしよう。……すごく、悲しくなってきた。

　私は、我慢出来なくなって、枕に顔をうずめてしばらく泣き。

「……せっかく、……一緒に、住んでるのに。……会えないの、寂しいよ」

　朝食の、短い時間しか会えないことを、枕に愚痴って意識を手放したあと。

「……ない。……すまない。私も、寂しいよ」

　そう、とても、私に都合のいい蒼真さんの声が聞こえて、ぼんやり両目を開く。

　もう、慣れた、お屋敷の自分の部屋の暗い景色。目を閉じて、身体を反対にすると、壁に顔が当たった。

　……あれ？　……ベッドのそばに、壁なんてないのに……。

　そう思い、両目を開くと、ぼんやりと闇に浮かぶものが見えた。私は、驚いて、叫びそうになった口を両手でふさぐ。

　……何で？　……何で、……蒼真さんが、私のベッドに居るの？

　私は、どくどく鳴る自分の心臓がうるさいと思いながら、すぐ隣に横たわる彼を見つめる。

　薄暗い中でも、やっぱり、とてもきれいな両目を閉じている顔。浴衣を着ていて、襟が緩んでいる。意外と筋肉がついている胸が見えてしまい、慌てて目を背けた。

　……えっと、寝ぼけて、部屋を間違えたのかな。

　回らない頭で考え、起こそうか迷っていると。蒼真さんの両手に引き寄せられ、彼の胸に顔をつけられてしまう。

　……っ！　……どっ、どっ、どうしたらっ!!

　男の子と付き合ったことのない私は、初めての経験に、パニックになるしかない。

　顔を上げると、蒼真さんは両目を閉じて、静かに息をしている。

　……ね、……寝てるんだよね。……じゃあ、私も、寝るしかないよね……。

　そう思っても、心臓はすごくドキドキしていて、彼はお香みたいないい匂いがして。

　……ねっ、眠れない！

　本当に、どうしようと思ったとき、蒼真さんの片手が私の頭を柔らかくなではじめた。

　……えっ、……お、起きてる？

　上を向くと、彼は両目を閉じているままで、私の頭をなでている。

　……寝ぼけてるのかな。……何か、……こうされるの。

　私は、なでられているのが、嬉しくなって。心臓の高鳴りがおさまっていき、代わりに、彼の胸の音がとくとくと聞こえ始める。

　……こうしてると、嬉しいの……変かな。……蒼真さんと、……くっついてるの、あったかくて気持ちいいな。

　もったいないと思いながら、私は、久しぶりに安心しながら眠りについた。

















第二話
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　翌朝起きると、ベッドには私ひとりだった。

　夢だったのかと思い、食堂で顔を合わせた彼に聞くことはなく、いい夢だったなとひとりドキドキした数日後。

　深夜、気づくと、蒼真さんが隣に寝ていた。

　彼は、前と同じ様に、両腕に抱いてくれ頭をなでてくれて、私はとても嬉しい気持ちで眠りに落ち。翌朝はひとり。

　……毎日、いい夢が、続けばいいのにな。

　そんなことを思ったからか、しばらくいい夢を見ることはなくて、余計悲しくなってしまい。

　……落ち込んでばかりじゃ、ダメだ。

　私は、出来ることからと思い。多恵さんに勧められたこともあり、手芸部に入った。

　お陰で、部内の同じクラスの女子が話しかけてくれ、仲良くなり。お昼はひとりでなくなって、数か月後。冬休みに入り、友達になれた美月みつきのおうちのクリスマスパーティーに呼んでもらった。

　美月の家族は優しくて、パーティーはとても楽しかった。

　だから、お屋敷に戻ってひとり眠るとき、久しぶりに泣いてしまった。

　……鬼怒さんたちは優しくて、美月と居ると楽しくて、……それなのに。

　両親とは会えてないけれど、安心していいと言ってくれる。朝食は毎日一緒にとってくれ、気遣ってくれる。

　……これ以上、蒼真さんに望むのは、わがままだと分かっている。

「……でも、夢でも、会えないの。……寂しいよ」

　こんな悪い子じゃプレゼントはもらえないなと、泣き疲れて眠り。

「……ない。……すまない。私が、我慢がきくなら。毎日、一緒に眠りたい」

　聞こえた彼の声、感じる温かい両腕の中。両目を閉じたまま、私は言った。

「……わがままで、ごめんなさい。……私も、同じです」

　すりっと、顔を彼の胸にすりつけると、「環」と名前を呼んでもらえた。

　……久しぶりに、呼んでもらえて、嬉しい。

　数か月前、最初の朝食から、私は蒼真さんに名前を呼んでもらえていなかった。

「……もっと、名前、呼んで。……なでて」

　私は、いい夢が覚めるのが嫌で、目を閉じたまま彼にぴたりとくっつく。

「環」と何度も呼んでもらい、頭を優しくなでてもらい、私は眠りたくないのに抗えない。

「環、君のわがままは嬉しくて、困る。ダメな私で、すまない」

　反論したいのに、口も両目も開かなくて、額にちゅっと音がして意識を手放した。

　翌朝、やっぱり私はベッドにひとりで、枕元にプレゼントがあった。

　赤い包みを開くと、オフホワイトの高価そうなマフラー。もらえると思わなかった、プレゼントは嬉しいけれど。

　……起きても、夢が続いてればいいのにな。

　そんな、都合がいいことは起きなかったけれど。高校を卒業するまで、クリスマスと誕生日には枕元にプレゼントがあり。たまの泣きながら眠った夜は、彼と一緒に眠る夢を見られた。

　両親が巻き込まれた事件は、高校三年の夏に片付き、夏休みには家に戻ることが出来た。

　休み中に両親と何度も話し合い、私は、お屋敷に居続けられることになり。高校を卒業したら、同じ敷地内の大学に通うことを許してもらった。

　鬼怒さん夫婦は、私がお屋敷に戻ったのをとても喜んでくれたけれど。

「大学卒業までの面倒を見ることは、構わないが。せっかく、ご両親と暮らせる様になったのに、いいのか」

　蒼真さんは何度も念を押してきて、私はくり返し答えた。

「面倒は、なるべくおかけしません。両親も言ってますが、私のこれまでとこれからの学費、ここでお世話になったぶんの費用は、就職したら必ずお返しします。お店を助けてくれたぶんも」

「ご両親に、再三言われているが、お断りしている。君も、そんな些細なことは気にせず、自分の将来のことだけ考えなさい」

「蒼真さんが、迷惑なら、家に戻ります。私は、約束を守りたいだけです」

「君は、本当に、意志が固い。そんな風だと、嫁の貰い手がなくなるぞ」

　そう彼に言われたとき、言いたかった言葉を、私は飲み込んだ。

　……そんなの、いりません。……あなたのそばに、私は、ずっと居たいんです。

　朝食のときだけ顔を合わせて、たまに夢に出てきてくれる。

　三年ほど蒼真さんと一緒に住み。六年ぶりに再会したときに比べ、私達の距離は縮まってないように思う。

　……それなのに、……六年前よりも、私の彼への気持ちは、どんどん大きくなっている。

　蒼真さんがお父さんより厳しく、時代遅れな小言を言うのは、私を子供としか思ってないからだろう。

　……それでも、私のことを、本当に心配してくれるのは伝わってくる。

　ただの、遠縁の子供としか思われてなくても、私は彼の優しさが嬉しい。

　……私を、私みたいに想ってくれてなくても、出来るだけそばに居たい。

　そんな、わがままな私は、高校を卒業し大学に進学して。






「環！　二十歳のお誕生日、おめでとう！」

　明日、二十歳の誕生日を迎えることになり、美月に誘われ初めての個室居酒屋に来ている。

「環が転校してきたとき、うち冬服が制服中高一緒だからさ、中学生が間違えて教室入って来たのかと思ったんだよ」

「もー」と私が頬を膨らますと、当時から、大人っぽく美人だった美月が綺麗な笑みを浮かべ続ける。

「身長も伸びたし、お化粧も覚えたし。うんうん、立派になったねえ」

「もー！　美月に比べればだけど、子供扱いしないでよ。やっと、大人になったんだから」

「じゃあ、こっち、飲んでみる？　甘いから、飲みやすいと思うよ」

　美月が飲む、細長いグラスを勧められ、私は自分のウーロン茶を一口飲んで断る。

「お酒は、大学卒業するまでは、外で飲んだらダメだって言われてるから」

「はー、由良家のご当主は、いつまでも過保護だねえ」

　そう言い、すでに成人している美月はぐいっとカクテルのグラスを空けて、注文を終えてから言った。

「で、結納はいつ？　出来れば、大学卒業してから結婚してね。環がいないと、大学つまんなくなっちゃう」

　私は、意味が分からず、ウーロン茶のグラスを傾けると。

「何、まだ、何も決まってないの？　環と、蒼真さんの結婚」

　美月の言葉に、吹き出しそうになってしまった。

「大丈夫？　もしかして、そういうの、家の人間以外には言うなって言われてる？」

「……っ、じゃなくて。……そのっ、私と、……蒼真さんは、結婚なんて……」

「はあ？　もしかして、プロポーズもまだなの？」

「……いつも、言ってるでしょ。……私は、ただの、居候だから。……ただの、私の、片思いだから」

　口にした現実に自分で傷ついていると、美月は「はあ？」と大きく言い、続けた。

「いやいや、そうだとしたら、私は、由良家に乗り込んでいくよ。環を十年も生殺しにしておいて、責任取れないなら、由良家の当主失格でしょうが!!」

「美月、声大きい」と言うと、美月は声を落として言った。

「地元じゃないんだから、そこまで気を遣わなくていいでしょ。環が、そんな風だから、ここにしたんだよ」

　今日は、大学で授業を受けたあとふたりで電車に乗り、あまり来ない大きな駅に出て、美月が予約してくれたお店に来ている。

「そんな風」と首を傾げると、美月が大きく息を吐いてから言う。

「実家を、助けてくれたにしても。高校生のときから、由良家に気を遣って生活してきてさ。大学生になった今でさえ、自由に、この辺に来ることも出来なくて。今日だって、九時解散で、運転手さんすぐ外で待ってるし」

「……それは、由良家に居ることで、……私が、誘拐とか、危ない目に合わない為だから」

「ほんと、大変だよね。周りから、変に気を遣われたりもするしさ。環に、少しでも変なことすれば、学校に居られなくなって地元で歩けなくなる。なんて、環が転校してきた時、生徒だけじゃなく教師まで信じてたからね」

　美月と仲良くなってから、転校当初周りから話しかけられなかった訳を聞き。私はすごく驚いた。

「まあ、案外すぐ。私だけじゃなくて、みんなに、環の無害で抜けた性格が分かってよかったよ」

「……私、何にも分からないまま、お屋敷で暮らすの決めて。……そこまで、すごいおうちって、知らなかったんだよ」

「十歳から六年思い続けた、初恋のひと。蒼真さんに、会いたい一心だったもんね」

　蒼真さん自身のことは言ってないけれど、ひとり越して来た事情、私の気持ちを話している美月。

　にやり笑んだ顔で言い、店員さんがおかわりをテーブルに置いて出ていってから、熱い顔の私に続ける。

「あー、私の、かわいい環が！　お嫁に行っちゃうのさみしい！」

　ふざけた声色で、真剣な顔で言い。ぐいっとグラスを傾けた美月。明るくお酒に酔う彼女と、初めての居酒屋さんを楽しんだ翌朝。

「今日の夜は、予定があるだろうか。なければ、夕飯を一緒に食べないか」

　朝ご飯を一緒に食べていると、突然、蒼真さんが言い。私は、湯飲みを手から落としそうになった。

「……いいんですか。お仕事は…」

「誘っているのは、私だ。じゃあ、夕飯の時間に」

　私の言葉をさえぎり、彼は立ち上がって食堂を出て行ってしまった。残され、じわじわと嬉しくなって、頬が緩んでくる。

　……ここに来て、彼と、夕飯を食べるのは初めてだ。

　蒼真さんとは、四年、毎日、朝食のときには顔を合わせている。でも、それ以外、土日でも彼と顔を合わせることはなかった。

　毎日、私が寝てから深夜の帰宅らしく。鬼怒さんから、蒼真さんは、お仕事などでとても忙しい毎日を過ごしてると聞いている。

　なのに、彼は毎日、年末年始ですらも朝食を一緒に食べてくれていて。私は、一緒に住んでいるのに、あまり会えないことで寂しさは感じていたけれど。朝食を毎日共にしていたので、満足をしていた。

　だから、夕飯のお誘いは意外で。

　……すごく、嬉しい。……けど、少し、緊張する。

　今日は土曜日で大学はなく、浮かれながら朝食の片づけを多恵さんと一緒にしたあと、そのまま珍しく母屋に連れていかれた。

　通されたお部屋の畳の上には、色とりどりの着物と帯と和装小物が沢山。

　綺麗だなと思っていると、

「ここにある着物は全て、環さんの為、蒼真さんが用意されたものですよ」

　多恵さんに言われて、私は驚き。言葉を返す前に、着物と帯が多恵さんによって体に当てられていく。

「さすが、坊ちゃん。どれもお似合いですね。環さんは、今日は、どれを着たいですか」

　私が拒否の言葉を返す前に、多恵さんに迫られて、水色の着物を選んだ。

「いいですね。大人になった環さんに、ぴったりだと思います。今夜は、蒼真さんとふたり、素敵な夜になりますように。」

「……えっ！　……今日、ふたりきりなんですか？」

「夜まで、落ち着かないでしょうから、夕飯の準備を手伝ってもらってもいいですか」

　多恵さんは動揺したままの私を連れ帰り、台所で指示をしてくれ、お昼を軽く済ませたあとまた続きを済ませ。

　いつもより早く夕方にお風呂に入るよう言われ、出ると私の部屋で着付けをしてくれた。

「おばあちゃんだから、古い髪型しか出来なくてごめんなさいね。その分、髪飾りは華やかにしましょうね」

　サイドに髪飾りを挿してもらったあと、私は姿見の中の自分を見つめる。

　肩と裾へ控えめに秋の花が描かれた水色の着物、お太鼓に結んでもらった銀色の古典柄の帯、帯揚と帯締に半襟と足袋は白。

　前髪を左右に分けた、大人っぽくまとめてもらった髪型。サイドには、白い芍薬に小さな白いマムをあしらった華やかな髪飾り。

　顔にはおしろいを白めにつけてもらい、アイメイクは控えめで、唇は赤く染めてもらった。

　多恵さんの着付けとヘアメイクのお陰で、普段とは違い、鏡の中の私は大人っぽく落ち着ている様に見える。

「本当に、大人の、綺麗なお嬢さんになられて。嬉しいけれど、寂しさも感じます」

　昨日の美月みたいなことを言った多恵さんに、私は胸が熱くなり、今更聞いた。

「……せっかく、綺麗に着つけてもらったんですけど。……この格好で、夕飯の準備は…」

「ご用意は、私がしますよ。さあ、母屋に行きましょう」

　多恵さんに連れられ、先ほどとは違う部屋、彼と初めて出会った大きなお部屋に通された。

「こちらで、もう少しお待ちくださいね。坊ちゃんも、もうそろそろお戻りでしょうから」

　多恵さんが行ってしまい、私は、とても広い畳の部屋にぽつんと残された。

　落ち着かず、長い廊下に出て、ガラス戸を開き日が暮れ始めた広い日本庭園を見つめ。

　少し早い金木犀の香りが香ってきて、ぎゅっと、胸がしめつけられた。

　……私は、大人になって、……蒼真さんとの約束を守れるんだ。

　そう思い、涙がこぼれそうになったとき。

「環、また何か、困ったことがあったか」

　優しい彼の声が聞こえて、顔を向ける。

　初めて見る、スリーピースのスーツを着た姿。初めて出会ったときから十年経ち、益々素敵になった、蒼真さんが近くに立っていた。

「何か、言いなさい」

　私は喉がとても狭くなって、顔を下に向けようとしたのを、彼があごを持って上向かせた。

「環。二十歳の誕生日、おめでとう」

　じっと、大人の魅力漂う蒼真さんに見つめられて、私は顔が熱くなってしまう。

「ケーキは買ってきた。料理をさせてすまなかった。夕飯をはじめようか」

　彼が両目を細め、私の片手をとり部屋に連れていってくれる。
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　広い部屋で、ふたり向かい合って座ると、多恵さんがお膳を用意してくれ出ていった。

「食べようか。着物で、食べにくくはないかい」

「……大丈夫です。……多恵さんに習って、お稽古していますから」

　多恵さんはお茶とお花の師範で、着物の着付けとともに高校の頃から習っている。

「料理も、おいしそうだ。いただこうか」

「はい」と、なぜか、緊張している私は、お酌をしようと立ち上がる。

「ああ、気を遣わないでいい。多恵さん、鬼怒さんにも、最近は女性を不必要に働かさないよう言われている」

「座りなさい」と言われて、座布団の上に座ると、蒼真さんが立ち上がりそばに来る。

「無理はしないでいい。口をつけるだけで」

　そう言い、彼がガラスの徳利を傾け、私の膳の小さなガラスのおちょこに注いでくれる。

「では、改めて。お誕生日、おめでとう」

　蒼真さんが向かいに戻って言い。自分で注いだおちょこを傾けて、私も少しだけ透明のお酒を口にする。

「ふふっ。無理はしないでいい」

　初めてのお酒の熱さと味に驚いていると、向いの彼が両目をとても細めて言った。

　お酒のせいではなく、胸が大きく高鳴り。私は熱くなった顔を下に向けた。

「少しずつでいい。二十歳になったから、大人だと。気負う必要はないし、環は、まだ学生なのだから」

「はい」と返し、熱い頬に手を添えて、思う。

　……学生でも、……結婚は出来たよね。

　美月に言われたからだろう、そう思ってしまい、もっと顔が熱くなったとき。

「進路は、保育士と決まっているんだろう。あと二年、こっちで過ごして、大学を卒業したあとは、ご実家に戻り、近くで就職を決めたらいい。嫌でなければ、就職先まで面倒を見よう」

　聞こえた彼の言葉に、私は一瞬で熱が下がった。

「……私は、……二年後、ここを出ていかないといけないんですか」

「大学を卒業するまでの、約束だろう。この辺りに就職先はないし、ご両親は君の帰りを待っている。結婚をするまでは、長く離れていた両親と一緒に居るべきだ。こんなことを言ったら時代遅れだろうが、社会に出れば時間が経つのは早く、子供が好きで欲しいと思うなら早く結婚をしたほうがいい。そして、由良家とは、もう、関わらないほうがいい」

　いつもと声色は変わらないのに、彼の言葉は、とても冷たく聞こえて。理解したくないけれど、意味が分かってから首をもたげる。

「環、四年も、この家に君が居てくれて、鬼怒さん達だけでなく、私も、とても慰められた。明日、ここを出て、用意してある大学の近くの部屋で、卒業までひとり暮らしをしなさい。ご両親への融資、君が大学を卒業するまでの金銭的なことは、ここに居てくれたことでチャラだ」

　そう言ったあと、蒼真さんが見たくない笑みを浮かべて、私は一瞬で身体が熱くなり。

「……何で、そんなこと言うんですか！　私、やっと、大人になったのに！」

　つい大きく言ってしまい、彼は両目を大きくし、細めて言った。

「四年、一緒に暮らして、出会ったときよりも思うようになった。環、君には、幸せになって欲しい」

　私は、ぎゅっと喉が狭くなって、おちょこを両手にし空けてから言った。

「……私、大人になりました！　大人になっても、あなたへの気持ちは、変わってません！　蒼真さん、私と……」

　肝心なことを言おうとしたとき、彼の驚いた顔が天地逆になって、視界は真っ黒になり…。






　重いまぶたを開くと、薄暗い、自分の部屋のベッドの上に居た。

「ああ、気が付いたか。気分は、悪くないか」

　声がした方に向くと、蒼真さんが腰を下ろしていた。

「初めての酒で、倒れてしまったんだ。何事もなくて良かった。何かあれば、ご両親に、申し訳がたたないところだった」

　開いたカーテンから差し込む、月明かりに照らされた蒼真さんは、本当にほっとしている顔で続けた。

「すまないが。今夜、多恵さん達は食事に行っているから、私が着物と帯を解かせてもらった。髪の毛も、寝づらいと思ってほどかせてもらった」

　襦袢姿で髪の毛が枕に広がっている私は、「ごめんなさい」とかすれた声で言い。上半身を起こすとくらりとめまいがして、蒼真さんが受け止めてくれた。

「謝るのは、私だ。君の祝いの席だったのに、台無しにしてしまった」

　彼の両腕の中、顔を上げると、「すまない」と言われて視界がぼやけてしまう。

「すまない。この四年で、私は、君が、とても大事な存在になってしまった。だから、私とは、離れたほうがいい」

　苦しそうな顔で言った蒼真さんに、私は狭い喉から何も言えず、胸に顔をうずめる。

「環、君が、約束をくれて、四年もここに居てくれたこと。先ほど、言ってくれたこと。本当に嬉しかった。それだけで、私は充分だ」

　多分、とても綺麗な、とても寂しい顔で言っているだろう彼に、私は声を振り絞って言った。

「……そんなこと、……言わないで。……私は、四年で、……もっと、蒼真さんを好きになったの」

「それは、まだ、私しか知らないからだ。これから、もっと、いい男性と出会う。離れれば、私のことなんて…」

　私は、もう、彼の言葉を聞きたくなくて。顔を上げて、彼の唇を自分の唇でふさいだ。

「……あなたが、好きです。……離れたくありません」

　唇を離して、両目を大きくしている彼に言い、下を向いて「ごめんなさい」と言い続ける。

「……私のこと、……好きじゃないのに、キスして」

　……分かっていた。……私が想う様に、蒼真さんは、……私のこと想っていないの。

　私を助けてくれ、屋敷に住まわせてくれて、とても大事にしてくれたのは分かっている。

　それなのに、わがままな自分は、大事にしてもらうだけでは我慢が出来なくなっている。

　……一緒に居ても、大人になっても、想ってくれないのは、……とても悲しくて、これ以上、一緒にはいられない。

「……私、明日、ここを出ていきますね。……四年も、……好きじゃない私と、一緒に居てくれて、……ありがとうござ…っん！」

　私の、自分自身を切り刻む言葉は、彼の唇で止まった。

　驚き、長いキスに息が出来なくて、両手で彼の胸を押して離れたあと。

「……どれだけ、我慢してきたか」

　初めて聞く、彼の低い声に顔を上げると、心臓が止まりそうになった。

「大人になるまでと自分に言い聞かせて。どんどん、かわいらしく綺麗になっていく姿に、たまらなくなって。愛しさと同じくらい、君を、自分のものにしたいと。私が、どれだけ、我慢してきたか」

　いつも向けられる、優しい保護者のものとは違う。熱さを感じ、見られていると逃げたくなる視線。男の人の顔で、蒼真さんは私を見つめて続ける。

「四年居て、この家に居ることに、不自由を感じただろう。これからも、私と居るのなら、もっと不自由な身になり。普通でない私は、君を、幸せには出来ない。分かっているのに、私は、君を手放したくないと思ってしまう」

　私は震えている唇で、「どうしてですか」と言った。

「君が私を想ってくれるよりも、私は、君を想ってるからだ。環、私は、君が好きだ」

「嘘」ともらした口を、彼が熱い唇でふさいだ。

「すまない。私は、君が好きだ。君の幸せより、君を、自分のものにしたいと思う」

　唇を離した彼が、泣きそうな顔で言い、私はひんやりした彼の頬を両手で包んで言った。

「……何で、謝るんですか。……私、両想いになれて、すごく嬉しい」

　蒼真さんは、両目を大きくしたあと、くしゃりと顔を崩した。

　十二歳も上で、大人の彼に想うことではないだろうけど、とてもかわいいと思い。

「……私は、十年前から、あなたのものですよ」

　頬が緩んだ顔で言うと、彼が深いキスをしてきた。

「……っ、……んっ」

　息が出来なくて、心臓がばくばくと高鳴って、彼の熱さが伝わってきて。

　……すごく、嬉しくて、……幸せなのに、泣きそうだ。

「……っ、……んんっ」

　蒼真さんの舌が、私の唇をなぞり、声が出てしまったあと。

「……っ！　……やっ、あんっ」

　ぬるりと口内に入ってきた彼の熱い舌に、もっと変な声が出てしまった。

「……環、……もっと、私に、身を任せていいから」

　少し口を離した蒼真さんに言われ、頭がぼんやりしている私は、言う通り彼のシャツの胸元を両手で握る。「いい子」と頭をなでられ、胸がぎゅっとしたあと、ぐっと頭を引き寄せられる。

「……環、……愛しい君に、やっと触れることが出来る」

　そう熱い視線で言われて、私の心臓は壊れそうに高鳴り。彼の深いキスを再び受け入れる。

「……んっ、……あっん」

　息をしようと開いた口に、また彼の熱い舌が入ってくる。

「……んんっ、……あっ、んんっ」

　蒼真さんの舌が私の舌を弄ぶたび、変な声がもれてすごく恥ずかしい。

「……環、……かわいい声、もれてる、……気持ちいいの」

「……っ、……わかんなっ……んんっ」

「……じゃあ、……分かるまで、しようか」

　蒼真さんの蠱惑的な声と言葉は、行為と同じくらい恥ずかしくて、でもやめて欲しいとは思わなくて。

「……んっ、……あっんっ」

　舌が絡み合うたび聞こえる水音と、自分の変な声を聞いていると、頭がふわふわしてきて。これが気持ちいいことか、分からないでいると。

　舌と唇が離れて、力が抜けている身体を、蒼真さんにまたがる恰好で乗せられてしまう。

「……あっ、……やっ」

「環、本当に嫌なら、やめる。私に触られるのは、嫌？」

　襦袢越し、両胸を大きな両手に収められてしまい、私は顔を下に向けて返す。

「……嫌じゃ……ないですけど。……こういうの、……初めて、だから」

「初めてじゃないと、困る。私は、嫉妬で、相手に何をするか分からなかったな」

　耳元で言われて、私はびくりと背中が震えてしまう。

「じゃあ、嫌と言うまで、触れていいかな」

　私が「はい」と小さく返すと、布越しに胸がやわやわと触れられていく。

「……あんっ。……あっ、そこっ、……やあっんっ……っ」

　彼の長い指がブラジャーをしていない乳首に触れ、初めての感覚に変な声が出てしまう。

「環、ここを、自分で触ったことはあるのかな」

　ゆっくり乳首の先をなぞりながら言われて、両目を閉じている私は首を左右に振る。

「ここを、触られるのが嫌なら、やめる。もう少し、いいかな」

　私は、小さく頷き。涙が浮かんでいる目を薄く開き、聞いた。

「……どうして、……こんなこと、するんですか」

　見えた彼の顔は、切なそうで、視線は先ほどよりも熱く感じる。

「環が、好きだから。全部に、触れて、私だけのものにしたい。無理はしないでいい、嫌なら…」

　彼の言葉を唇でさえぎり、私は熱い息で言った。

「……全部、……蒼真さんのものに、……して」

　……恥ずかしいけれど、……求められているのが分かって、嬉しい。

　思っているままを言う前に、背中がベッドに優しく沈み。私に覆いかぶさった蒼真さんが、私の口内を舌で弄び始める。

「……っ、……んんっ、……あんっ」

　深く、熱いキスをされたまま、両胸を大きな両手に包まれ。気が付くと、胸元がはだけていた。露わになった胸を隠そうとした両腕を、頭上で、彼の片手でまとめられ。

「……やっ、……あんっ。……んんっ、……あんっ」

　左右の乳首の先をコリコリと指先で弾かれて、変な声が口の端から止まらないでいると。

「……っ、……あんんっ」

　私の口を塞いでいた口が、片方の乳首を含んでしまった。

「……すごく、固くなってる。……かわいい」

「……ひゃっ。……あっ、……やっ、ああんっ」
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　蒼真さんの両手に胸を収められて、左右の乳首を舌で優しく転がされ弾かれ。両腕は自由になっているのに、私は抵抗をせず。

　恥ずかしいのに、大きな声が止まらないでいると。

「……環、……もっと、かわいいところ、見せてくれないか」

　胸から離れた両手が、乱れた肌襦袢の下、左右の太ももの内側を触り。思わず手首をつかむと、耳元で言われた。

「環、全部を、私のものにしていいんだろう？」

　そう言われ、耳に舌を入れられて、私は手首を離してしまう。

「……っ、……やあっ、……そんなとこ、みないでっ」

　肌襦袢を開かれて、ショーツをはいていない下半身が露わにされ、私はそこに感じる視線に顔を両手で隠す。

「環、綺麗だよ。もっと、君が欲しい」

　顔から手をとられ、熱い視線で言われて、私はぞくぞくと感じたことない感覚に包まれ。

　彼の顔が下半身に降りて、そこに息がかかるのを止められなかった。

「……あっ、……そんなとこ、……きたないから、だめえっ」

「綺麗だよ。環、痛かったら、すぐに言って」

「……あっ、……やっ、やあんっ」

　お風呂とお手洗い以外で、触れたことがないところに。彼の熱い舌が這い、ゆっくりと弄んでいく。

　恥ずかしくて、怖いとも感じるのに、初めての感覚がそこから広がって。私は抵抗せずに、上り詰めていく様な感覚に、全身が包まれていく。

「……っ、あんっ、……んっ、やあんっ」

「……環、……痛いかな」

「……たく、ないけど、……なんか、へん、……おかしくなっちゃう」

　私は、腰がびりびりし始めた感覚に、ぐらぐらする頭で言い。そこを口に含まれた感覚に、大きな声を上げてしまった。

「……そうまさんっ、……やっ、あんっ、あっ」

「……環、嫌なら、言って。……やめるから」

　何度も聞いてくれるのに、私は言わず、初めての感覚に溺れていく。

「……そうまさんっ、……なんか、……へん、……へんになっちゃう」

「……変になって。……環、かわいいよ」

　彼がそこをじゅっと強く吸い上げて、びくりと腰がはねてしまったあと。口で含まれながら舌で弄ばれて、一層激しい感覚に包まれる。

「……ああっ、やんっ、そんなにしたら、……あっ、あんっ、ああんっ」

「……環、……変になるときは、イクって言うんだよ」

　そう言ったあと、彼は舌と唇でそこへの刺激を強めていく。

「……ああんっ、んんっ、……やっあっ、もう、……へんに、……イクっ！」

　教えられた言葉を大きく言ったあと、頭が真っ白になって、優しく抱かれるのを感じ。

「……環、かわいい、好きだよ。好きだ。君に触れられて、嬉しい」

　蒼真さんの優しい声が聞こえて、私も嬉しくて、頬に水が垂れたあと意識を手放した。






　　　※






　誕生日の次の日、お昼近くに目覚めると、心配そうな顔をした蒼真さんがそばに居た。

「おはよう。とりあえず、風呂にいこうか」

　そう言い、彼は腰が立たない私をお姫様だっこし、母屋の温泉まで連れてきてくれた。

「……あの、……ひとりで、入れますから」

「環、まだ、身体に力が入らず、歩くことが困難なんだろう。風呂場で足がもつれて、事故でも起こしたら、私はご両親に面目が立たない」

　脱衣所で降ろしてもらった私は、言われた通りで。彼は着せてくれた浴衣を脱がせてしまう。

　腰を支えられ浴室に連れていってもらい、椅子に座らせてもらったあと。

「ひとを洗うのは、初めてだから。ダメなところがあれば、言って欲しい」

　ズボンの裾とシャツの袖をまくり、彼は私の後ろに両ひざをつき、身体にシャワーをかけてくれた。

「熱くはないか」と聞かれて、大丈夫ですと返すと、

「環が、いつも使っているものを持ってきたが。身体を、いつもはどうやって洗ってるのかな」

　後ろに座る、私と違いとても落ち着いている蒼真さんが言い、答える。

「……肌が、弱くて。……手で洗っているので、本当に、ひとりで…」

「分かった」と私の言葉をさえぎり、蒼真さんが続ける。

「何かあれば、遠慮なく言ってくれていい」

　ボディソープを泡立てた彼の両手が、背中をすべり。私は両目を閉じて、思う。

　……こんなこと、蒼真さんにしてもらうなんて。……でも、昨日、……もっと…。

　昨晩を思い出しそうになったとき、名前を呼ばれ、びくりと全身を揺らしてしまった。

「こちらを、向いてもらっていいかな。向くのが嫌なら、うしろから洗おうか」

　お風呂場は、檜の湯船に入った温泉から湯気が漂っているけれど、明るくて。私は、「うしろから」とお願いする。

「環、両腕を下ろしてくれないか」

　私は、言われたとおり、胸と下半身を隠していた両腕を下ろす。

　……浴衣を脱がされて、見られてるけど。……恥ずかしい。

　そう思ってると、彼の両手がお腹を触りはじめて、びくりと身体がはねてしまった。

「環、昨日の晩は、強引に触って悪かった。そんなに、警戒をしなくても、もう、あんな風に触れたりはしない。嫌な思いをさせて、すまなかった」

　そう言われて、私は身体ごと振り返って返した。

「……嫌な思いなんて、してません！　嬉しかったですから！」

　大きく言ったあと、裸な自分に気づき、隠す前に両腕に収められた。

「……蒼真さん、……濡れますよ」

　シャワーがかかってしまっている彼が、「すまない」と言い続ける。

「昨晩は、君が、とてもかわいくて。気持ちのまま、触れることを抑えられなかった」

　言葉に、かああっと熱くなった顔を、蒼真さんが覗き込んでちゅっとキスしてくる。

「環、今日も、とてもかわいいね。まだ、私のことを、好き？」

　私は、少し心配そうな彼の顔に、ずるいと思いながら答える。

「……好きです。……蒼真さんが、好き…んんっ」

　蒼真さんが深いキスをはじめ、頭がぼんやりしてきたとき。

「……あっ……そうまさっ…」

「環、洗っているだけだよ。昨晩、私が汚したところを、綺麗にしなければね」

　彼はキスをしながら、私の両胸を両手でやわやわと触りはじめた。

「……あんっ……そこっ……やあんっ」

「すまない。赤くなってるから、優しく洗おう」

　両方の乳首を指がなぞりはじめて、昨晩の様に、頭がふわふわして腰がびりびりし始める。

「……あっ……そこは、自分でっ…」

　拒否の言葉は舌で奪われて、下半身を洗われはじめてしまう。

「環、ちゃんと洗えないから、足を開いて」

　口が自由になった私は、はあはあと熱い息を吐きながら、首を左右に小さく振る。

「環、私に触れられるのは、嫌？」

　熱い視線で見つめられ、私はぞくぞくと背中に感じながら返す。

「……やじゃ、ないけど。……はずかしくて、……また、へんになりそうだから」

「環、変になるのは、嫌？」

　蒼真さんへ、心臓が壊れそうにドキドキしている私は、小さく言った。

「……へんになった、私、……蒼真さん、……嫌じゃないですか？」

　……変な声が出てしまうし、……いつもと違う、知らない自分になってしまう。

　そう、最後まで言う前に、彼は私の唇を塞ぎ離して言った。

「嫌な訳がないだろう。変じゃなくて、いやらしい姿を、見せてくれるのはとても嬉しいよ」

　私は、少しして言われた意味が分かり、とても顔が熱くなる。

「食べてしまいたいぐらい、かわいいというのは、こういう気持ちなんだな」

　そう言ったあと、蒼真さんは私の顔に優しくキスを降らせて、耳元にキスをしながら。

「環、好きだ。君を、もう、離したくない」

　熱い息で言われて、私はじんわり涙が浮かんでくる。

「……私も、蒼真さんが、好きです。離れたくないです」

「ありがとう」と彼が小さく言い、私の首に唇を落として言った。

「……環、君に、触れてもいいかな」

　蒼真さんの声色が変わり、私はお腹の奥がずくんとうずいて「はい」と小さく返す。

　太ももに手が置かれ、開かれても、抵抗せずに両目を閉じる。彼の指が太ももの内側をなでて、そこの近くまで来るけれど、触れずに離れるをくり返す。

　私は、彼の指が動くごとに身体が揺れて、もどかしい感覚に我慢出来なくなり、目を開く。

「環、して欲しいことがあれば、言っていいんだよ」

　両目を細めた楽しそうな彼の顔が見えて、両目に涙が浮かび。私は、すごく恥ずかしいのに、はしたないことを言ってしまう。

「……そうまさん、……さわって、ほしいです」

「どこを」と、そこの近くまで指を滑らされて、私はぞくぞくとした感触に包まれながら返す。

「……へんに、……いやらしくなるところ、さわってください」

　恥ずかしくて涙がこぼれそうな私に、蒼真さんは両目をとても細めて言った。

「ちゃんと言えて、いい子。意地悪して、すまなかったね」

　そう言ったあと、彼の指がそこに触れて、私は大きな声を上げてしまう。

「環、かわいいね。たくさん、いやらしくなって」

「ひゃっ……あんっ……あんんっ」

　そこを指で優しく擦られて、私は声を抑えられず、彼のシャツの胸元を両手で強く握る。

「……あっ……そこも、……いっしょ、ダメえっ」

　下半身を擦られながら、片方の乳首をつままれこねられ、昨晩の感覚が全身を包み始める。

「……ああんっ…っ……もっ、……へんにっ……ああんっ！」

　乳首を口に含まれ舌で弄られ、同時に下半身を指で刺激されて、私は頭が真っ白になった。

　力が抜けた身体を彼が受け止めてくれ、はあはあ息をしていると。

「環、いけない子だね。いやらしくなるときは、ちゃんと、教えたことを言わないと」

「ごめんなさい」と顔を上げると、ずくりと、刺激を受けていた下半身がうずいた。

「風呂から上がったら、教え直さないといけないな」

　今、私を見る蒼真さんの笑んだ顔は、獲物を食べようとする獣みたいだ。

　彼の視線を、怖いと思うのに、強く求められていることに嬉しさを感じる。

「今日は、一日休みなんだけれど。君に、ずっと触れていたい」

「いいかな」と言われて、私は頷き、蒼真さんは両目をとても細くした。

　お風呂から上がったあと、自分の部屋で昨晩よりも恥ずかしいことを沢山されて、意識を手放して目覚めると朝だった。

　蒼真さんの姿はなくて、重い身体を起こすと、そばのチェストに書置きを見つけた。


【おはよう、環。




この週末、君の誕生日を台無しにして、すまない。

今日は、朝食を一緒にとれないが、夕飯は一緒に食べよう。

来週の土曜はどこかに出かけよう。どこに行きたいか、夕飯のときにでも教えて欲しい。

日曜日は、環のご両親の元へ挨拶をしにいこう。これからのことを、ご両親とも相談しよう。

今日は身体がつらいだろうから、大学は休んで、寝ておくように。また夕飯のときに。

蒼真】



　綺麗な文字を何度も読んでから、私は便せんに涙を落とした。

　……夢じゃなかった。……私、蒼真さんと、両想いになれたんだ。

　夢じゃなかったのは、身体のだるさからも分かり。二度寝をしていると、インターフォンの音で起きた。

　……珍しいな、……多恵さん、今日も来てないのかな。

　私は一階に降りて、玄関に向かい、扉を開けた瞬間抱きつかれた。

「叫ぶなよ！　ばかたまき！　大学サボってんじゃねえよ！」

　叫ぶ前に言い、私から離れた彼。にっと笑った意地悪な顔にすぐ分かる。

「……一郎君？　何で…」

「ばかたまき！　大学まで行って、いなかったから。わざわざ、来てやったんだよ！　さっさと、用意してこい。行くぞ！」

　私の言葉をさえぎって、一郎君が大きく言い、ついていけてない頭で言った。

「……確か、一郎君、留学してたんだよね」

「戻って来たから、ここに居るんだろうが！　さっさと用意しねえと、脱がすぞ」

　にやり笑って言われ、私は慌てて二階に上がって服を着替え、洗面所で顔を洗ってから玄関に戻る。

「化粧とかしねえのかよ。服も、それ、近所着だろうが」

「……あの、一郎君。……私に、何で、会いに来たの」

「……なっ、……ばかたまき！　自意識過剰かよっ！」

「だって、ここまで来られたのは、私に用があったからでしょ。ここには、誰でも入れるわけじゃ…」

「変な力で、人が入れないようにしてるからな。今、この屋敷に入ってる庭の業者、うちの親父の会社だから。ひとりと代わって、やっと入れた。ったく、ここの当主、まじで変な力使えるから、本当、気持ち悪いわ」

　私は、ひゅっと背中が冷たくなったあと、全身が熱くなり。

「たまき、ここの当主の話をしてる暇はねえ。おばさんが倒れたから、行くぞ」

　一郎君の言葉に一瞬で熱が下がって、頭が真っ白になる。

「……嘘。……だって、一昨日、電話したときは元気で…」

「ばかたまき！　ごちゃごちゃ言ってねえで、行くぞ！」

　私は、ショックで頭が回らないまま、靴を履き。手を強く握られ外に出て、庭を過ぎ、屋敷の外に出てから、気づく。

「……待って。私、大学以外で外に出るときは、誰かに言ってからでないと…」

「運転手のじーさんは、当主と都会に出てる。家政婦のばーさんは、持病の薬を取りに行ってる。老人ふたりに、何、気を遣ってんだ。それに、たまき、お前はもう二十歳で、学生だけど大人だろうが。子供じゃねえんだから、頭使えよ」

　一郎君が言った言葉に、私は熱が上がって、足を止めた。

「鬼怒さんたちを、そんな風に言うのやめて。それに、蒼真さんを、悪く言うのは許さない」

　こんな強い言葉が吐けたのかと、自分に驚き。一郎君が舌打ちをしてから言った。

「たまき。家を助けてくれたからって。あんな、人間じゃない、気味の悪いやつをかばうことはないんだぞ」

　私は、一郎君の言葉に強い怒りを感じ。手をほどこうとしたけれど、彼に引き寄せられた。

「……離して。さっきも言ったけど、蒼真さんを…」

「お前、何だ、その首。あいつに、つけられたのか。いつからだ」

　顔を上げると、一郎君が苦しそうな顔で続ける。

「答えろ。あいつに、触られ始めたのは、ここに来てすぐか」

　私は、少しして意味が分かり。かあっと熱くなった顔を下に向けた。

「何でだよ。四年前、俺が迎えに行くまで、当主に指一本触らせるなって約束しただろうが」

　珍しい一郎君の小さな言葉に、私は思い返す。

　四年前、お屋敷に行けることになった前日。夕飯のあとワクワクしながら準備をしていると、一郎君が訪ねてきた。

　一郎君は怒っていて、由良家に行くのを止め。私が言うことを聞かないでいると、一方的な約束を残し、出て行ってしまった。

「……言われたけど。……私は、約束をしてな…っ」

　一郎君の両腕に強く収められ、私は温度が下がる。

「……離して。私、蒼真さん以外に、触られたくないの」

　聞こえているだろうに、一郎君は私の身体に力を入れて、言った。

「ちくしょう。あいつ、何も知らないお前を、好きに触りやがって。家を助けた恩を着せて、たまきを自分の好きにして、やること、やっぱり人間じゃねえ」

　私は、一郎君の胸を両手で強く押して、離れた。

「……一郎君、いい加減にして。家を助けてくれたのは、関係ない。私は、十年前、初めて出会ったときから、ずっと蒼真さんが好きなの。彼を、悪く言うのは、許さない」

　自分のものでない様な、とても、冷たい言葉を吐いたあと。我に返り、少し先に居る一郎君の名前を呼ぶと、彼は下を向いたまま言った。

「四年間、よく、教育されたみたいだな。あいつ、たまきの前では、まっとうな人間のフリをしてるんだな。裏で、とんでもなく、汚ねえことしてんのに」

「その通りだ。私は、環の前で、己の汚い姿は見せたことがない」

　私が返すより先、いつの間にか私達のそばに立っていた、蒼真さんが静かに言った。

「お久しぶりです。ご当主、不遜な俺を、その力でどうにかしますか」

　一郎君が正面に立ち、少し高い蒼真さんの顔をにらみながら続ける。

「俺は、あなたに比べると何も持ってないけれど、たまきを幸せに出来る。普通の人間ではないあなたに、たまきを幸せにすることは出来ない」

　一郎君がはっきりと言い、私より先、蒼真さんが言った。

「その通りだ。彼女は二十歳になり、大人になった。何が幸せか、判断出来るだろう。安心していい。彼女はまだ清らかなままだ。昨日、大人になったので、少し、遊んだだけだ」

　私が、蒼真さんの言葉に、かちんと固まってしまった瞬間。一郎君が蒼真さんを殴った。かばえなかった私は、駆け寄りたいのに足が動かず。蒼真さんは、片方の頬が赤くなっているのに、いつもの顔と声色で言った。

「この四年。彼女を私から助け、迎える為に頑張ってきた君なら、安心だ。幸せにしてやってくれ」

　背中を向け、蒼真さんは去ろうとする。最後に見えた彼の表情から、後を追おうとしたけれど、足が止まった。

「行こう。俺が、お前を、幸せにしてやるから」

　私の片腕を強くつかみ、一郎君は真剣な顔と声で続ける。

「たまき、あいつは、普通の人間じゃない。お前は、騙されてる。俺が、あいつを、忘れさせてやるから」

　私は「ありがとう」と言い、「離して」と続けた。

「そんな風に、言われても。私は、私の蒼真さんへの気持ちは、変わらないから」

　そう言うと、一郎君はとても傷ついた顔になり。緩んだ手から腕をとって、私は駆けだす。

　……ごめんなさい。……私は、……蒼真さんのことしか、想えない。

　屋敷へは向かってなかった、もう見えない彼の姿を求めて、私は両足を動かす。

　……十年前は、一郎君から逃げて、……今は、私から逃げた彼を追ってる。

　そう思ったとき、足がもつれて、柔らかい土の上に転んだ。子供のときと同じ、日が暮れかけた濃い緑の匂いが漂う山の中、私はひとり。

　あの時と同じ、自分が、今、どこに居るか分からない。

　……それでも、……あんな顔をした蒼真さんを、ひとりにはさせない。

　さっき、私に背中を向ける前。初めて見たときと同じ、彼はとても綺麗で寂しい顔をしていた。

　……私は、蒼真さんを、寂しくさせない。

　自分を鼓舞し、立ち上がろうとしたときだった。両耳をつんざく雷の音が聞こえ、空から大量の水が降ってきた。

　私は、驚き、小さく笑い声を上げたあと、つぶやいた。

「……ほんと、……私って、変わらないんだなあ」

　……十年前、十歳の子供のときから、蒼真さんが好きで。身体と、彼への気持ちが大きくなっただけ。

「……ふふっ、……こんなんだから、……蒼真さんに、遊ばれたのかな」

　雨粒とともに、熱い涙が頬にこぼれて、先ほどの彼の言葉に止まらなくなる。

　……好きって言ってくれた。……四年、大事にしてくれた。……でも、あんな風に言われたら……。

　胸がとても痛くて、立ち上がれず。涙が止まらないでいると、ふわりと後ろから包まれた。

「……昨日のこと、……遊びだったんですか、……私のこと、……好きじゃ、ないんですか」

　かすれた涙声で言うと、ふわり抱き上げられて、私は彼の胸元に顔をうずめた。

「……私、出ていきたくありません。……蒼真さんと居ないと、私は、幸せになれ…」

　自分でも情けなく感じる声は、「すまない」の小さな言葉で止まった。

「すまなかった。彼と居るのを見て、嫉妬し。試すようなことを言い、去ってしまった。彼に言った言葉は、全て、嘘だ」

　私は、顔を上げないまま「嘘つき」と返し。彼はとても小さな声で続けた。

「すまない。私は、嘘つきなんだ。まだ、環に話していないことがある。聞いてくれるだろうか」

　私は「はい」と返して、「帰ろう」と言った彼の両腕の中で、子供の時と同じ様にとても安心していた。

















第三話
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　屋敷に戻ったあと、洋館でシャワーを別々に済ませ、私は蒼真さんのお部屋に招かれた。

　四年前、一度だけ入ったことのある書斎。書斎の隣に、私の部屋の二倍あるだろう彼のお部屋はあった。

　家具は天蓋のついた大きなベッドとソファセットだけ。奥に扉のないウォークインクローゼットが見えた。

「環、ソファにかけなさい。珍しいものなんて、特にないだろう」

　私は、慌てて、緑のベロアのソファにかけ、熱い顔を下に向けて言った。

「……じろじろ見て、すみません。……初めて、入らせてもらったから」

「そうか」と言い、向かいに座る蒼真さんが、ティーポットからカップに注ぎ前に置いてくれる。

「飲みなさい。身体が温まる。この上、風邪でも引かせてしまったら、私は、自分が情けなくて、消えてしまいたくなる」

「……消えちゃダメです！　せっかく、両想いになれたのに！」

　私は、大きく言ったあと、顔がとても熱くなり。蒼真さんは、両目を大きくし、とても細くして言った。

「ありがとう。環、私が君についてきた嘘を、聞いてくれるだろうか」

　彼の言葉で熱が引き、私は温かい紅茶を一口飲んでから、「はい」と姿勢を正す。

　白いシャツに黒いパンツ、前髪を下ろしている蒼真さんは、私をじっと見つめ話しはじめた。

「大昔、由良家には、竜神に嫁いだ女性が居た。その子孫は、受け継いだ竜神の力を使い、繁栄してきた。継いできた力は、本家の子供が成人する頃、先代から奪い取るんだ」

「奪い取る」と私がつぶやくと、蒼真さんは両目を細めて続けた。

「父の力は、私が二十二のときに奪い取った。朝、目覚めると、それが分かった。だから、十年前、ここで君と出会えたが。私は、竜神の力なんて」

　彼が一旦口を閉じて、私は思ったままを言った。

「……奪ったんじゃなくて、……朝起きたら、持ってたんですね」

「そんな、いい風に言わないでくれ。私のせいで、父は竜神の力をなくし、視力を、もう、ほとんどなくしてしまっている。だから、社の責任者を私に譲ることになり、遠い島で暮らすことになった。十年前、親族を集めて伝えたことは、半分は嘘だ」

　私は、返せず、蒼真さんは深く息を吐いてから続けた。

「親族間でも、力を継ぐものについて、知るものは限られている。力を持てば、普通の人間には出来ないことが出来るようになるが、普通の人間とは違うものになり、命運が変わる。自分の子供が成人する頃、力を突然奪われ、身体のどこかの機能が著しく衰える。父は両目だったが、祖父は心臓だった。父が力を継いだ数日後、心臓が止まり、亡くなられたらしい」

　信じがたいけれど、彼の話は本当なんだろう。

　今まで、由良家のことを蒼真さんに聞くことはなかった。母と鬼怒さんたちに言われたのもあるけれど。

　……彼が、何か重いものを背負ってるのは、見ていて分かっていたからだ。

　私は、太ももの上、両手を握って続きを聞く。

「力を持てば、普通の人間とは性質も違ってくる。感覚が異常によくなり、私は、特に聴覚が鋭敏になった。熱さ寒さ日の光に弱くなり、先代たちと同じく、湯や水に浸かることが好きになった。竜は、元は蛇のあやかしで、特徴を受け継いでいるのかもしれない」

　話を聞きながら、蒼真さんは一年中長そでと長いパンツで、日に焼けているのを見たことがないのを思い返す。

「……だから、お屋敷には立派な温泉があって。……蒼真さんは、猫舌なんですね」

「気づかれていたな。私も、気づいていたよ。環は、乳製品が好きだけれど、牛乳が苦手だろう」

　彼が両目を細めて、いつもの保護者の顔で言い。恥ずかしくなった私は、顔を下に向ける。

「私は、父に習い、力の使い方を覚えた。父は視線だけだったが、私は視線と声で、ひとを操ることが出来る」

「操る」と私が顔を上げると、蒼真さんは保護者の顔で「安心しなさい」と言った。

「環に力を使ったことは、この命に誓っても、ない。私は、仕事以外で、竜神の力を極力使わないようにしている。仕事であっても、使いたくはないと思っている」

「……操るって、……どうやって…」

「ひとを操る話をしたら、環は、私を嫌いになってしまうだろうね」

　そう言ったあと、彼はまたあの笑みを浮かべた。私は大きく口を開き、部屋中に響く、大きなお腹の音を鳴らしてしまった。

「すまない。昨日から今日まで、ほとんど食べていなかったな。何か、簡単に食事をしてから、話を再開しようか」

　顔が熱い私は、断ったけれど、食堂に連れられて行く。多恵さんの姿はなく、作っておいてくれた雑炊と煮物とおひたしを、蒼真さんが熱く感じない程度に温め直し。どこか久しぶりに感じる彼との食事をした。

　後片付けをしたあと、自分に熱い緑茶、蒼真さんに常温のお水を用意して、部屋へ戻る。

「ありがとう。私の為、ぬるい食事や飲み物を用意してもらって。面倒臭いだろう」

　向かいあって座るとそう言われ、私は大きく返しそうになり、口を一旦閉じてから開いた。

「……私、実家に居たとき、店の手伝いをしていたから、面倒なんて思いません。母が、お客さんは神様じゃないけど、お客さんが望むことを出来るだけしてあげなさいって…」

　私は、言葉の途中で立ち上がり。

「環、お母さんは、昨日、緊急入院した。命に関わることはなく、明日手術をするが数日で退院出来るから、君には伝えないで欲しいと。お母さんから連絡をもらっていた」

　母のことをすっかり忘れていて、今さら思い出した薄情な私は、「大丈夫だから、座りなさい」と言われ。ソファに浅くかけ直すと、蒼真さんが静かに言った。

「秋津君が伝えてくれて、良かったのかもしれない。私は、言わなかった。彼が言うとおり、君に嘘を吐き続けている私は、君が実家に帰れば、二度と、戻ってこないと。どこかで、分かっているのだと思う」

　口を開く前に、彼は見たくない笑みで続けた。

「環、今の君の気持ちを、疑ってはいない。鬼怒さんを待たせてあるから、用意をして、行っておいで」

　私は胸がぎゅっとなり、彼の隣に座って抱きつき、言った。

「私は、戻ってきます。あなたを、寂しくさせません」

　顔を上げると、両目を細めた蒼真さんの顔。見ていると、悲しくないのに泣きそうになって、涙が浮かぶ前に身体を離された。

「ありがとう。当分、大学を休んで、ご実家でゆっくりしておいで」

　私が返す前に、彼が立ち上がり、「鬼怒さんに言ってくる」と出て行ってしまった。

　……嘘を、全部、聞けないままだけど。聞いても、私の気持ちは変わらない。

　そう、伝えられず、私は実家に戻った。お母さんの虫垂炎の手術は無事終わり、翌日には食事が出来るようになって、予定通り数日で退院することが出来た。

　一カ月は安静にと言われた母に、私は当分実家に留まり、店を手伝おうかと言った。

「ひと月の間、店の改築をするから。手伝いは大丈夫。環は、戻りなさい。蒼真さんと、一緒に居るって決めたんでしょう」

　高校卒業後の進路を決めるとき、母には、私がどうして由良家に居たいかを話した。

　父には内緒にしておきなさいと言われ、

「次に戻ってくるときは、蒼真さんとね」

　そう言い、母は、私に気持ちを押し付け過ぎない様、頑張りなさいと言ってくれた。

　私は、また同じことを言ってくれた母を抱きしめて「ありがとう」と言い。

　寂しそうな父に「ごめんね」と言って。四年前の様に、当時とは違う気持ちで、鬼怒さんの車に乗った。

『ひとを操る話をしたら、環は、私を嫌いになってしまうだろうね』

　静かな車内で、蒼真さんから言われた言葉が蘇る。

　……わがままで、自分勝手で、いつも自分のことばかり。……こんな、私のほうこそ。……私のことをいつも考えてくれる、彼に、嫌われてしまうんじゃないだろうか。

　そう思ったけれど、早く、蒼真さんに会いたかった。夕方に出て、休憩は取らずに車を走らせてもらったけれど、お屋敷には日がすっかり暮れてから着いた。

　鬼怒さんにお礼を言って、駐車場から駆け足で洋館に着く。速足で廊下を進み、自ら訪ねたことのない書斎の前に着き、ノックをしてから、荒い息を整えて言った。

「……蒼真さん。……戻りました」

　声は返ってこず、私は「失礼します」と中に入る。書斎に姿はなく、隣の部屋に入り、クローゼットまで探したあと部屋を出た。

　食堂に洗面所、お風呂にも姿はなく。私は、肩を落として、二階の自分の部屋へ向かった。

　……そうだよ、……いつも、居なかったのに。……今日に限って、居るわけないよね。

　階段を上がりながら、明日の朝食のときに会えたら、蒼真さんの携帯の番号を聞こうと思った。四年間、聞けないままでいたのは、私がわがままだからだ。

　もし聞いていたら、彼がとても忙しいと分かっていてもメッセージを送り。返事がないことに、私は落ち込んでいただろうから。

　本当に、自分はわがままだなと思いながら。薄暗い自分の部屋に入り、とても驚く。

　電気を点けず、荷物を静かに床に置いたあと、音を立てないようベッドに近づいた。

　すると…。

　……なっ、何で？　……私の願望による、幻覚？

　私のベッドの上には、片手を胸に置き仰向けに身体を横たえる、両目を閉じている蒼真さんの姿があった。

　ベッドのそばに両ひざをつき、彼の顔に顔を近づけると寝息が聞こえてきて。ほっとした瞬間、長い両腕に抱えられベッドの上へ連れて行かれる。

「……そっ、蒼真さん。……起こしましたか？」

　心臓がドキドキしている私は、彼の両腕の中で声を待った。しばらくしても返事はなくて、くっついてる蒼真さんの温度に、不思議と落ち着いていく。

　月明かりだけの薄暗い部屋で彼を感じていると、高校生のとき、数回見た幸せな夢を思い出す。寂しさを強く感じて、泣きながら眠り。気づくと蒼真さんが抱いていてくれた。

　……夢なのに、眠ってしまうのが嫌で、……ずっと、こうしていたいと思った。

　私が両腕を蒼真さんに回すと、とても小さく聞こえた。

「戻ってくると、思わなかった」

　私は、とても頼りなく聞こえた声に顔を上げ、息をのんだ。

「本当に、いいのか。私は、普通じゃない」

　そう言い、私を見つめる蒼真さんの黒目は、鮮やかな赤に染まっている。

「まだ、間に合う。私から、逃げろ」

　薄暗い中、光っている彼の赤い瞳。これも、竜の力によるものだろうか。

　私は、彼から説明をきちんとしてもらったけれど、蒼真さんの普通じゃない瞳に怖さを感じ。だんだんと、怖いよりも、彼の辛そうな表情に胸が強くしめつけられていった。

　私は口を開き、今、思っているままを言う。

「……私は、……普通じゃなくても、蒼真さんが好きです。……約束どおり、あなたを、寂しくさせません」

　少しして、彼は両目をとても細めて、固く瞼を閉じる。

「怖いけど、私は、蒼真さんが好きです。慣れたら、大丈夫になると思いますから」

　蒼真さんが悲しいことを言う前に、私はなるべく明るい声を上げて、思っているままを続けた。

「だから、もう、聞かないで下さい。私は、あなたがどんな人でも、離れたくありません」

　はっきり言ったあと、彼は瞼をゆっくり開き赤い瞳を見せた。私をじっと見つめる顔は不安そうで、胸がぎゅっとなり、「もう、大丈夫」と私は顔を緩めて言った。

　蒼真さんは、両目を少し大きくし、顔を下に向ける。私が口を開く前に、彼はゆっくり首をもたげて、両目をとても細めている顔で「ありがとう」と言った。

　十年前、見せてくれたのと同じ笑顔に、私は胸が強くしめつけられる。

「環、もう、充分だ。私は、君がいなくても、これからひとりで…」

　私は、彼の言葉を唇でさえぎったあと。赤い瞳を大きくした蒼真さんに、はっきり言った。

「私を、お嫁さんにして下さい」

　……四年一緒に過ごして、出会ってから十年経って。……彼への想いは、大きくなるだけ。

「私は、蒼真さんと、ずっと一緒に居たい。あなたが、普通のひとじゃなくても、好きです」

　そう言ったあと、蒼真さんが浮かべた表情に、私は泣きそうになった。

「環、ありがとう。そんなこと、誰も、言ってくれないと思ってた」

　泣きそうで嬉しそうな顔の彼が、優しいキスをしてくれ、私の両目からは涙がこぼれる。

「環、好きだ。もう、離せない」

　私は、彼の言葉が嬉しくて、涙が止まらない。蒼真さんの首に両腕を回して、自分からキスをし、応えてくれる様に深まるキスに頭がふわふわしてくる。

「環、君が欲しい」

　唇を離し、彼が私の顔を覗き込んで言った。向けられている顔は、男のひとのもので、もう言葉の意味が分かる私は「はい」と小さく返した。

「ありがとう」と言ったあと、彼は再び深いキスをはじめた。

「……環、口を、少し開けて」

　言われるとおりにすると、蒼真さんの舌が口内にぬるりと入ってきて、私の舌を弄び始める。

「……んっ……あんっ」

「……環、舌の先がいいの」

「……っ……わかんなっ」

「……じゃあ、分かるまで、しよう」

　彼の舌が私の舌の先をたくさん刺激して、背中にぞくぞくとした感触を感じ始めたとき。

「……っ……あんっ！」

　舌先を甘噛みされて、腰が大きく揺れてしまう。

「……環、かわいい。もっと、かわいいところ、見せて」

　唇が離れて、はあはあと熱い息を吐いていると、彼の唇と舌が首から鎖骨をはっていき。着ているブラウスのボタンが外され、シーツの上に熱い身体を仰向けにされる。

「……蒼真さん。私、自分で脱ぎま…」

　急に恥ずかしくなり、熱い息で吐いた言葉は、途中で彼の唇と舌で食べられてしまった。

「もう、やらしいところを、何度も見られてるのに。恥ずかしいの」

　私に覆いかぶさる彼が、少し顔を離し、両目を細めて言った。

　蒼真さんの楽しそうな顔に、顔がとても熱くなり。先ほどとは違う涙が浮かぶ。

「環、かわいいね。かわいくて、もっと、恥ずかしがることをしたくなる」

　耳元で言われて、ぞくぞくと、もう知っている感覚が全身を包み始め。私は、服を脱がされるのを抵抗しなかった。

「環、そんな、かわいい顔をしないでくれ。抑えられなくなる」

　下着姿になった私は、強く抱きしめられて、ドキドキしている胸で思うままを返す。

「……蒼真さん、好きです。……あなたに、触られるのも……あんっ」

　最後、とても小さくなった私の声に応えるように、彼の指が背中をなでた。

「環、私も、君が好きだ。かわいくてたまらない。大事にしたい。なのに、壊して、何も考えられなくして、私だけのものにしたくなる」

　私を見つめる、赤い瞳を細くした彼の顔。いつもとは違う、このときだけの表情に嬉しさを感じる私は、小さく返す。

「……して。……あなたのものに、して下さい」

　言ったあと、恥ずかしくて両目を閉じると、耳元で聞こえた。

「なるべく、抑えるが。嫌だと思ったら、痛みを感じたら、必ず言うんだよ」

「はい」と返すと、ブラジャーが外されて、彼の唇と舌が両方の胸を這い始める。背中と太ももをなでる指と、生温かい胸への刺激は優しい。なのに、どんどん熱が上がっていき、私はもどかしさを感じ始めてしまう。

　彼は手で胸を触ってはくれず、乳首をさけて唇と舌を這わす。もう、そこへの刺激を知っている私は、我慢できなくなる。

「……そうまさん。……おねがい」

「環、目を開けて、して欲しいことを言って」

　両目を薄く開けると、私の胸の上、赤い舌を出した蒼真さんの顔が見えた。恥ずかしくて、逃げてしまいたいと思うのに、小さく望みを言った。

「……ちくび、……いじってください」

「ちゃんと言えて、環は、いい子だね」

　そう言い、ふわり笑んだあと、彼はぺろりと私の右の乳首の先を舐めた。焦がれていた感触は、とても強くて、大きな声が出て腰が揺れてしまった。

「……あっん！　あっ…まって…ああんっ……あんっ」

　両胸を両手に収められて、左右の乳首を舐められ口に含まれて。私は、急に始まった強い刺激に、変な声を上げることしか出来なくなった。

「……環、かわいい声だね。やらしくて、かわいい」

「……やっ……そんなこと、いっちゃ……やあんっ」

　乳首の先を強く吸われ、言われてすごく恥ずかしいのに、大きな声がでてしまう。

「……環、かわいい声、もっと聞かせて」

「あんっ！　……それ、やあっ……ああんっ」

　乳首を左右指でつままれて、先を舐められ始め。私は口を閉じれず、頭がグラグラしてくる。

「……環は、舌も、乳首も、先をさわるとやらしくなるね」

「……やあんっ……んんっ」

　舌の先を彼が唇と舌で弄び、両方の乳首の先を指で挟まれてこねられ。恥ずかしくて、熱くて、自分が自分じゃなくなるみたいで怖いのに、やめて欲しいと思わず。

　下半身のうずきに我慢が出来なくなり。濡れて溢れているのが分かるショーツの上へ、彼の手を持って導いてしまう。

「……そうまさん。……ここ、さわってください」

「環、かわいいね。これから、たくさん、かわいがらせてくれるかな」

　返事をする前に、蒼真さんがそこをショーツ越しに撫ではじめ、私は変な声しか上げられなくなる。

「やらしいこと覚えて、かわいいね。もっと、教えてもいいかな」

　顔中に降るキスは柔らかいのに、ショーツをする指は強くなっていき。ふたつの正反対の刺激におかしくなりそうで、怖いと嬉しいがまぜこぜに襲ってくる。

「今日は、先をするから。たくさん、するよ」

　彼の言葉が分からない私は、ショーツをとられて、そこに息がかかるのを止められなかった。

「……だめっ……おふろはいって、ないからっ……ああんっ」

　力が入らない手で止めようとしたけれど、彼はそこを口に含んでしまった。

「……あんっ……やっ……そんなに、したらっ……ああんっ」

　唇で吸われて、舌で転がされて、拒否の言葉が吐けなくなり。そこに与えられる刺激に、もう知っている感覚が襲う。

「……ああんっ……もうっ……っ、……イクっ！」

　教えられた言葉を吐き、はあはあと息を吐いていると、ビリビリと痺れているそこをまた含まれてしまう。

「……そうまさっ……いまっ、……だめえっ……んっ」

「……たくさん、しておかないと。環が、つらいから」

「……やあんっ……あっ、……んんっ！」

「……痛くないか。痛ければ、やめる」

　この間、初めてそこに入った。蒼真さんの指の感覚に、違和感はあるけれど、痛みは感じず。「大丈夫」と荒い息で言うと、彼はほっとした顔になる。

「……痛ければ、すぐに言うんだよ」

　小さく頷くと、彼の顔が下り。痺れている場所を口に含み、指を少しずつ動かしはじめる。

「……環、痛くないか。痛ければ、すぐに、言うんだよ」

　私に何度も確認をしてくれながら、蒼真さんは指をゆっくり奥へ進める。含まれている刺激と違和感を感じていると、この間、初めて感じた感覚に声が出た。

「……環、ここ、触っても大丈夫かな」

　蒼真さんが指を止めた、どの刺激より強く感じる場所。正直怖いけれど、「はい」とかすれた声で言ったあと。

「……あっ！　……あんっ……あっあんっ……そうまさっ……そこっ……へんになるっ」

　指が中の場所を擦り出して、ひときわ大きな声が出てしまう。

「……環、変じゃなくて、気持ちよくなってるんだよ」

　中の気持ちいいところを擦られて、外の気持ちいいところを口に含まれ舌で弄ばれ。強い刺激に溶けてしまいそうだ。

「……っあんっ……そうまさっ……なにか、きちゃうっ……こわいっ」

「……環、こわくないよ。ここに、いるよ」

　優しい声で言われたあと、私は外と中の刺激に頭が真っ白になる。

「環、がんばったね。いい子だね。少し、待っていて」

　はあはあと大きく息をする私を優しく抱いたあと、蒼真さんの気配がなくなる。目を閉じ、意識を手放しかけたとき、髪の毛をすわれて、聞こえた。

「環、もう、今日はやめておこうか」

　戻ってきた彼に抱きつき、私は目を閉じたまま言った。

「……大丈夫です。……つづき、して」

　蒼真さんが無言で離れて、私は重い瞼を開き、見えたものに驚く。

　目の前には、シャツを脱いだ蒼真さんの背中。引き締まり筋肉がついていて、よく見ると、白い肌にはうろこの模様が描かれていた。

「力を継いだものは、瞳の色が赤く変わり、背中に入れ墨のようなうろこ模様が現れるんだ」

　お風呂に入れてくれたとき、一晩中触れられたときも、彼は服をぬぐことはなかった。

　初めて見る彼の背中から、「すまない」と聞こえて、小さく続いた。

「抑え方を父に教わり、普通の人間ではないと分かる身体的なものを、普段は隠しておくことが出来る。でも、今は、無理だったようだ。気づかずに、怖い、気持ちの悪いものを見せて。隠していて、すまない」

　私は、重い身体を起こして、ベッドのそばにかける彼の背中に抱きつく。

「……驚いたけど。……正直、怖いと思ってしまったけれど。気持ち悪くなんか、ないです。謝らないで」

　私が回らない頭で伝えると、蒼真さんは少ししてから言った。

「環、君に隠していたことがたくさんあるのは、情けないけれど、君に嫌われたくなかったからだ」

「……私、嫌いになったりしません。……蒼真さんのことを知れるの、嬉しいです」

　数日前、由良家のこと彼のことを聞かせてもらえた。私が実家に戻れば、お屋敷に戻らないと思っていたことも聞かせてくれた。

「……話してくれるのは、……私が、大人になったからですよね。……私に、約束、守らせてくれるからですよね」

「環、本当に、無理をしてはいけないよ。助けた恩を…」

「蒼真さん。実家に戻る前、私の気持ちを疑ってないって、言いましたよね」

　私が言葉をさえぎると、彼は小さく笑い、雰囲気が緩んだのを感じた。

「ありがとう」と言い、蒼真さんは声色を少し明るくして続けた。

「力を継ぎ、性質が変わり、見た目が変わってしまったが。健康状態を保ち、平常心を保っていれば、見た目は隠しておける。私は、四年前、君が屋敷に来たときから、抑えるのに必死だった」

「どうして」と聞くと、彼はくすりと笑って、楽しそうな声で言った。

「君は、この屋敷に来たときから、ずっと私に好意を向け続けてくれたから。気を付けているが、気が高まると、隠しておけなくなるんだ」

　私は、蒼真さんの言葉に恥ずかしくなり。彼は、とても明るくなった声で続けた。

「力を使って、君の気持ちを知っていたわけじゃない。自意識過剰と言われようが、環は、本当に、かわいい顔で私を見てくれていたんだよ」

　私は、もっと恥ずかしくなり、熱い顔をひんやりした背中にくっつける。

「かわいくて、日々女性に近づいていく、環のそばにはいられなかった。朝食以外、顔を合わせないようにしていた。私は、君に関してだけは、抑えがきかないのを自覚しているから」

　聞いていると、どくどくと心臓が高鳴っていき、「どうして」と聞くと彼の顔が向いた。

「私は、普通の人間とは違うものになり、継いだ力など使いたくなくて、いらなかった。誰にも、自分の気持ちを吐けず。とても、孤独だった」

　蒼真さんは身体ごとこちらに向き、彼の言葉で胸がしめつけられている私を、強く両腕に収め言った。

「君だけが、孤独に気づいてくれ、約束をくれた。約束をくれただけでいいのに、勝手に助けたのに。四年前、再び出会えたとき、約束を守りたいと言ってくれた」

　私が顔を上げると、赤い両目を細めている蒼真さんが続けた。

「そんなの、かわいくて、愛おしい、大事なひとになるだろう。手放したくなくて、自分のものにしたくて、抑えなんて効かなくなる」

　彼が少し離れて、ドキドキしている私の顔を真剣な顔で見つめ、言った。

「後日、ご両親にごあいさつして、きちんと手順を踏む。先に言わせて、すまない。環、私と、結婚して欲しい」

　私は胸がいっぱいになり、「はい」と小さく言うと涙がこぼれた。

「おじさんのくせに、君を、泣かせてばかりですまない」

「……蒼真さんは、おじさんじゃないです！」

　大きく言うと、彼がくしゃりと笑った。私は顔が熱くなり、下げようとする前に、背中が優しく付いた。

「おじさんだから、しつこくて。やらしい、意地悪するんだよ」

　覆いかぶさった彼が、耳元で声色を変えて言う。私は、蠱惑的な響きと言葉に、先ほどまで触られていた下半身がうずきはじめる。

「まだ、してもいいなら、君に触れたい。先をするのは、後日でもいい」

　耳に舌を入れられ、熱くなり始めた身体で私は返す。

「……大丈夫ですから。……して」

「分かった。じゃあ、もっと、準備をしようか」

　そう言ったあと、蒼真さんは私の身体を再び弄びはじめ。先ほどより蕩かせてから、私の溢れている場所に、避妊具を着けた熱くて固い塊を当てた。

「……環、入れても、大丈夫かな」

　裸になり熱い身体になっている彼に聞かれ、彼より熱い私は荒い息で「はい」と返す。

「……我慢はしないで、やめてと言えばいい。必ず、やめるから」

「はい」と返すと、塊が中に入ってくる。指とは比べ物にならない違和感と熱に、私は覆いかぶさっている蒼真さんにしがみつく。

「……環、大丈夫か。やめようか」

　彼は、指のときと同じように、確認しながらとてもゆっくり進めていく。私は、息をするのに必死だけれど、痛みはそこまでは感じないと思ったとき。

「……あっ！　……やあんっ！　そこっ……へんっ」

「……痛くは、ないかな」

　苦しそうな顔をした蒼真さんが言い、私は首を左右に振り、また感じた強い刺激に大きく声を上げる。

「……ああ、すごいな。……環が、感じてるから、すごく締め付けられる」

「……えっ……あっ、やあんっ！　……そこ、やああんっ」

　彼の塊で刺激される場所からの感触で、目の前がちかちかし、大きな声が止まらない。

「……ああんっ……あっ……そうまさっ……こわい……へんなの、くるっ」

「……大丈夫。環、変じゃなくて、気持ち良くなるんだよ」

「……やあんっ！　……そこ、もっ、だめえっ」

「……環、こわくないから。ここに、いるから」

　蒼真さんに強くしがみつき、熱い塊に中を指で外をいじられて、私は大きく声を上げて果ててしまう。

「……環、好きだ。好きだよ」

　塊を私から抜いて、ぎゅっと抱いてくれる蒼真さんが、声色を変えて続けた。

「もう、離さない。私のものだ。私以外に、触らせない」

　言葉を返す前に、私は幸せな涙をこぼしながら意識を手放した。






　　　※






「環ー!!　もー！　連絡つかないから、心配してたんだよ！」

　誕生日の前日から、大学に一週間ぶりに行き。講義が終わった夕方。

　連絡を返せないでいた美月と、構内のカフェで待ち合わせをして、私は平謝りし実家に戻っていたことを説明した。

「そっかあ。お母さん、大変だったね。環、大変だったね」

　向かいに座る美月が、「よしよし」と優しい笑みで頭をなでてくれたあと。「でっ」と真面目な顔で続けた。

「ご当主との、結婚はいつなの。私は、環と一緒に大学卒業したいんだけど」

　私は、少しして、言われた意味が分かり。飲んでいたミルクティーにむせてしまった。

「……なんでっ。……蒼真さんとのこと、まだ、話してないのにっ…」

　昨晩、意識をなくして、今朝目覚めると隣に彼の姿はなかった。

　全部、自分に都合のいい夢だったと思っていると、書置きが残されているのに気付いた。


【環、おはよう。




昨晩は、また、無理をさせてすまない。嬉しくて、我慢が出来なかった。

これからのこと、夜には戻るから話そう。これからも、君と居られることが、とても嬉しい。

蒼真】



　夢じゃなかったことが、下半身に感じる少しの痛みと違和感とともに実感できて、私はとても嬉しかった。

「環が、二十歳になって、大人になったんだから。ご当主が、我慢出来る訳ないでしょ」

　昨晩の行為を思い返し、顔が熱くなった私に、美月が顔を近づけ小さく言った。

「ご当主、情熱的すぎ。マーキングしなくても、ここ、女子大なのにね」

　そう言った美月が私の首を指で触れ、手鏡を渡してくれる。

「ファンデーションで隠したほうがいいかもね。環は由良家の人間で、変な噂が立って、ご当主に迷惑がかかるの環が嫌でしょ」

　美月にうながされ手鏡で首を見ると、赤いあとがついていて、更に熱くなった顔で言った。

「……うん、気を付ける。……美月、私、……蒼真さんと、両想いになれたよ」

　そう報告すると、美月は呆れたような嬉しそうな顔で言った。

「かわいい顔しちゃって。まあ、昔から、ご当主のこと話すとき、かわいい顔してたけど。環は、感情が、顔や言動に駄々もれだからね。ご当主、ちゃんと大人になるまで待って、偉い」

　蒼真さんと同じようなことを言われて、私は美月に「ありがとう」と言い続ける。

「……私、絶望的な、片思いだと思ってた。あきらめなかったのは、美月が励ましてくれたからだよ」

「高校のとき、お泊りさせてもらって、ご当主と直接会って。それはないって言ったでしょ」

　一度だけ、美月は泊まりに来てくれて、蒼真さんと三人で朝食をとったことがある。

「環を見る目、すごく愛しそうで。保護者じゃなくて、恋人を見る目だったからね。私、ひとを見る目だけは、昔からあるんだよね」

　そう言ったあと、美月が眉間にシワを寄せて続ける。

「話は変わるんだけど。先週の月曜日、夕方にさ、校門出たとこでうちの子達に声かけまくってた男がいて。守衛さん呼ぶぞって話しかけたのね」

「……えっ。美月、それ、大丈夫だったの？　また、無茶したんじゃないよね？」

　美月は高校の三年間クラス委員長を務め。二、三年は生徒会に入り、しっかりもので正義感が強く武道も習得している。それでも、やはり女の子な彼女に、私は心配になることが多々あった。

「大丈夫。ちゃんと、守衛さん近くに控えてもらって、話しかけたから」

「……守衛さんに、お願いしたら良かったのに。美月が、話しかけなくても…」

「その男、秋津一郎って名乗って。環のことを、うちの子達に聞いてたから。どういうことか、直接事情を聞きたかったの」

　私は口を閉じ、一郎君の名前に熱が下がる。

「私もさ、環と一緒で顔に出ちゃうからさ。知らないって言ったら、知ってるだろうって。身分証出してきて、自分は幼なじみで、環に話があるって」

「……ごめん。美月を、巻き込んじゃって」

　ぴんと私のおでこを指で弾き、美月は笑みを浮かべて言った。

「大丈夫。環のこともちろん何も話してないし、私に詰め寄ってるの気づいて、守衛さんがすぐに来てくれたから。捕まる前に逃げちゃったけどね」

「ごめんね」と言うと、またおでこが弾かれて、美月ににらまれた。

「私は部外者だけど、この辺りにずっと住んでるから、由良家の力の大きさは知ってる。環、ご当主とこれからずっと一緒に居るんだから、しっかりしないとダメだよ」

「うん」と顔を下に向けようとしたら、美月の片手に止められた。

「私は、何があっても、環の味方だから。何かあれば、ちゃんと言ってね」

「うん」と、頬の温かい手に涙が浮かび、こぼれるのを何とかこらえた。

「結婚式での、友人代表スピーチは任せてね。由良家だから、着物オンリーかな、環のウェディングドレス姿見たいなあ」

　美月が柔らかい笑みで言ってくれ、本当にいい友達を持ったなと思い。からかわれながらも楽しく会話をして校門で別れた。

　……色々あって、一郎君のこと忘れてしまってたな。

　ひとりになり、鬼怒さんの車を門前で待つ私は、携帯をとりだす。実家に電話をかけ、聞こえたお母さんの明るい声にほっとする。

「……お母さん、体調はどう？　……そう、なら良かった。……あのね、一郎君の、携帯番号って分かるかな？」

　お母さんが、「どうして」と聞いてきて、言葉を返す前に。

「おばさん。お久しぶりです。はい、先日、日本に戻ってきました。近いうちに、そちらにもお伺いしますね」

　私の手から携帯を取った、突然現れた一郎君がお母さんと話し始める。

「術後、お元気そうで良かったです。はい、じゃあ、また。失礼します」

　携帯を耳から離し、一郎君は、身体を固くしている私に吹き出した。

「ばかたまき。そんな、警戒しないでも、今は何もしねえよ」

　そう明るい笑みを浮かべて言ったあと、彼は深く頭を下げた。

「この間は、本当に、すまなかった。由良蒼真さんへの失礼な言動、謝る」

　私は驚き、「顔を上げて」と言うと、一郎君は真面目な顔を見せてくれた。

「直接、ご当主に謝りたいんだ。俺のせいで、由良家の造園の仕事がなくなって、由良家からもらっていた他の仕事もなくなってしまった。俺が、どんな罰でも受けるから、親父の会社を潰さないで欲しいんだ」

　一郎君の話に、私はとても驚き、返す前にまた頭を深く下げられてしまう。

「たまき、頼む。俺を、ご当主に会わせてくれないか。実家が困ったことになった、環なら、俺の気持ち分かってくれるだろ」

　彼の言葉に、私は少しして、「分かった」と返す以外なかった。ほっとした顔を上げ、一郎君は近くの駐車場に私を連れていき、車の後部座席に私を乗せた。

「たまきを隣に乗せたら、ご当主の気分を、俺はまた損ねるだろうから」

　運転席に乗り、私にミネラルウォーターのボトルを渡して、一郎君が小さく言った。

「……蒼真さんは、そんな…」

「たまきには、優しいんだな。屋敷に入ってから、無理やり触られたわけじゃないのか」

　一郎君の言葉に、かあっと全身熱くなり、もらったボトルを開け飲んでから言葉を返した。

「……子供のときは、……私の、片思いだったよ」

「二十歳に、大人になって、両想いになったのか」

　返ってきた言葉に、少ししてから「うん」と返すと、車が発車した。

「俺、もっと早く、たまきに会いに来たかったんだ。でも、親父に、由良家からの仕事を請け負ううちの会社が立ちいかなくなるからって、強く止められてて。由良家に頼らない経営をする為に、勉強して、留学して、来年父親の会社に入ってからと思ってたけど。日本に戻ったら、我慢が出来なくて、たまきのお母さんのことを口実に、会いにいった」

　一郎君の固い言葉に、私は返すことが出来ず、水を一口飲む。

「本当は、分かってたんだ。四年前、由良家に行く前の日、たまきはとてもかわいい顔をしてた。俺の言葉なんか、届いてなくて、ご当主に会えることだけ考えてたんだろ」

　私は、「ごめんなさい」と言い、くらりと視界が揺れる。あれと思い、瞼がとても重くなって、閉じない様に必死になる。

「それでも、俺は、たまきのことずっとす…」

　一郎君の言葉の途中で、抗えなくなり、視界が真っ暗になったあと。重い瞼を開くと、見知らぬ天井が見えて、両手の自由がきかなかった。

「たまき、思ってたより、早く起きたな」

　そばに一郎君が座っていて、私は頭を動かして辺りの景色を見た。

　多分、ホテルの一室で、私はベッドの上に寝かされ。両腕をばんざいの格好にされて、手首を上で固定されてしまってる。

「……一郎君、……なんで、こんなこと…」

「車で渡した水に、強めの睡眠薬を入れておいた。飲んでくれて、助かった。ここに連れ込むのに、手荒な真似はしたくなかったから」

　一郎君の手が伸びて、私は顔を背けたけれど、頬に置かれてしまった。

「……触らないで」

「あいつと、約束してるのか」

　こくりと頷くと、一郎君は顔を下に向けてとても小さく言った。

「あいつは、たまきに、嘘を吐いて。騙してるんだぞ」

「……もう、私は、本当の姿を見せてもらったよ」

　彼の赤い瞳と背中のうろこ模様を思い返していると、一郎君が顔を上げて言った。

「ひとの、不幸と死を利用して仕事をしている。普通じゃない人間が、たまきはいいのか」

　私は、知らなかった彼のお仕事のことに、口が開けない。

「たまき、知らないんだろ。あいつから、嘘を吐かれているままなんだろ」

「そんなことない」と嘘を吐く私に、一郎君は苦しそうな顔で言った。

「由良家が持つ会社があれだけ大きいのは、世間で起こる天災なんかの大きな不幸と社会に影響力のある人間の死を予見し、株や不動産の売買で儲け続けているからだ。あいつは、普通の人間にはない力で、未来のたくさんのひとの不幸と死が分かるくせに、助けることなく事業に役立ててるんだ」

　私は言われたことを頭の中でくり返し、「一郎君」と震えている唇を開く。

「……手を、離して。……うちに、帰して」

「何でだよ。あいつは…」

「蒼真さんは、仕事でも、力を使いたくないって言ってたの。力なんて、いらないって言ってたの」

　はっきり言うと、一郎君は口を閉じて。私は「ごめんなさい」と言い続ける。

「一郎君の気持ちには、応えられない。私は、蒼真さんが好き。彼が、どんなひとでもいいから、一緒に居たいの」

　一郎君は顔をぐしゃりと崩し、下を向いて、笑い声を上げた。

「……ははっ、俺、馬鹿みてえ。お前なんかに、ずっと、必死んなって」

　口を開く前に、一郎君が私に覆いかぶさり。上からのとても冷たい視線に温度が下がる。

「たまきを、未成年の女子を家に住まわせてたこと。世間にバラせば、あいつの社会的信用と由良家に傷がつく。たまき、選ばせてやるよ。お前の心なんかいらないから、身体をくれるなら、黙っておいてやるよ」

　私は、少しして、一郎君の顔を見つめて言った。

「……ごめんなさい。私は、蒼真さんのものなの。一郎君には、何もあげられない」

　彼は、顔を下に向け、「そうかよ」と言い。

「ばかたまき。じゃあ、無理やり、身体だけでも奪ってやるよ」

　ぼそりと言った彼に、細めた両目を向けられ。全身の温度が下がったときだった。

　ざあっと水音が部屋に響き渡り、私達はずぶ濡れになった。

「……なっ、何だ？　火事か？」

　天井から降る突然のスプリンクラーの雨の中、一郎君が離れて、私の両手の束縛を解く。

「たまき。起きられるか、逃げるぞ」

　いつも意地悪だけど、時には優しいお兄ちゃんだった。子供の頃の顔で、一郎君が手を伸ばしてくる。私が、ほっとし、手を取ろうとした時。

　大きな音とともに扉が外から開かれ、一郎君の姿がなくなった。

　呻き声が床から聞こえて、私は力の入らない身体を起こし、見えた光景にとても驚く。

「……私のものを、さらい、触れたな。……脅し、身体を奪おうとしたな」

　ベッドの下、床に背を着き首を絞められている一郎君。彼に覆いかぶさる背中には、濡れた白いシャツ越しにうろこ模様が見えた。

「……私から、環を奪おうとすることは、許さない」

　初めて聞くとても冷たい声。髪の毛は真っ白で、他人に暴力を振るう姿は初めて見た。

　私は、とても怖いと思うけれど、ベッドを降りて彼の背中に抱きついた。

「……蒼真さん、やめて。……一郎君を、離して」

　震える声で言うと、彼は一郎君から離れることなく、どうしようと思ったとき。

「環ちゃん、離れて。ったく、面倒かけさせやがって」

　知らない男のひとの声が聞こえて、そちらへ振り返る前に、蒼真さんの首に注射針が刺さった。

「大丈夫。一時的に身体を麻痺させて、意識をなくさせるだけで、身体に害はないお注射だから」

　そう明るい声で言ったあと、一郎君から手を離した蒼真さんの身体を、「よいしょっ」と見知らぬ大きな男のひとが起こす。

「初めまして。俺は、代々由良家を看てる医者の家の人間で、お医者さんの由良大地だいちだ。見た目と職業が合ってないけど、蒼真の幼なじみで友達だから、安心してね」

　背が高くて、つなぎ姿の下でもがっちりとした体格が分かる。肩までの髪の毛を上半分くくり、明るい笑みを浮かべている。

　大地さんは、本人が言うとおりお医者さんに見えない。

「いやあ、蒼真から、聞いてたけど。環ちゃん、想像以上にかわいいね。蒼真がうらやましよ」

　そう笑みを浮かべて言いながら、両目を閉じてぐったりしている蒼真さんをシーツにくるみ、大地さんはひょいと抱える。

「じゃあ、先に、地下駐車場に向かうね。玲れいにいじめられたら、言ってね」

「じゃあね」と笑みを残して、男の人はのしのしと出ていき、代わりにぴしりとしたスーツ姿の知らない男の人が入ってくる。

「スプリンクラーは止めたが、なかなかの惨状だな。ったく、面倒かけやがって」

　水浸しの部屋を見回したあと、銀縁眼鏡をかけすらりとした男のひとは、私に向いて言った。

「初めまして、藤波環さん。私は、由良家の弁護士で、由良玲れいと申します。今回の事後処理は、お任せ下さい。秋津一郎さんのことは、私に任せて、地下駐車場で待っている大地と、あの馬鹿を屋敷に連れ帰って下さい」

　私が床で伸びている一郎君をちらりと見ると、男のひとは静かに言った。

「環さん、あなたは、蒼真と一緒にいることを選んだのでしょう。社会的地位があり、普通の人間でない彼と居るなら、今回の件までいかなくとも、普通に生きていればあり得ないことは多々起きるでしょう。それでも、あいつと一緒に居てくれるんでしょう」

　私は、玲さんに向き、レンズ越しの切れ長な瞳に口を開く。

「……はい。私は、蒼真さんと、居ます」

　玲さんは「良かった」と両目を細め、続けた。

「環さんが居なくなれば、おかしくなってしまうでしょうから。やせ我慢ばかりが上手い蒼真のことを、よろしくお願いしますね」

　私は玲さんに頭を下げ部屋を出て、地下駐車場に急ぎ。着くと大地さんに名前を呼ばれた。促されて、ミニバン車の後部座席に入り。シーツにくるまった彼の隣に座って、両腕に抱いた。

　彼はきつく両目を閉じていて、髪の毛の色は黒に戻っている。蒼真さんの温度をシーツ越しに感じ、ほっと息を吐くと、「車出すね」と大地さんが運転席から言った。

「大変だったね。環ちゃんかわいいから、モテて大変だ。でも、本気で好きなら、環ちゃんのことを考えなきゃだよね。君の幼なじみ君はダメだし、蒼真もいい歳してダメダメだ」

　駐車場を出てから言われて、私は返せず、大地さんは明るい声で言った。

「俺と玲は、蒼真と同じ歳で、中高全寮制の学校で一緒だったんだ。男子校で、校則厳しくて、まじ地獄だったよ」

　私は「はい」としか言えず、大地さんは続ける。

「そんな学校に居るとさ、みんなストレス溜まるから。たびたび、トラブルが起こってたんだけど。俺ら三人が生徒会に入ってからは、上手くやってて。油断してたら、生徒会長やってた俺は、俺をよく思わない生徒にハメられちゃったんだよね。ある日、会ったこともない他校の女子が、俺に妊娠させられたって学校に乗り込んできたんだ」

　私は何も言えず、大地さんは声色を変えずに続けた。

「女子は本当に妊娠してて、俺の子供って言い張ってさ。まあ、中々、大問題になって、俺は停学処分になって実家で軟禁されて。学校行ってない間にね、蒼真が、解決してくれてた」

「どうやって」ともらすと、大地さんが教えてくれる。

「どうやって見つけたのか、未だに教えてくれないんだけど。俺をハメた生徒を校長室に連れていって、白状させたらしい。玲が一部始終を見てて、身内を守る為なら、蒼真は容赦がないと言ってた。今日は、駆け付けるのが遅れてごめんね」

　私は、さっきの状況を思い返し、玲さんと大地さんに助けられたことにやっと気づく。

　お礼を言う前に、大地さんが言った。

「俺と玲はね、学生時代からずっと蒼真のお目付け役なの。最初は親に言われてだったけど、玲も、俺も、蒼真を気に入って、普通に友達になった。いつもは、俺らの本業に遠慮して、中々頼ってこないんだけど。今日は、『鬼怒から環がさらわれたと連絡があった』って、めちゃくちゃ焦ってる蒼真から連絡がきて、招集かけてきたんだよね」

　私が謝る前に、大地さんは明るい声で続ける。

「君の幼なじみ君、周到でさ。鬼怒さんに、庭で奥さんが倒れてるって、由良家に入ってる造園業者のうちのひとりのフリして電話かけて。鬼怒さんが焦って蒼真に電話かけてる間に、環ちゃんを車に乗せたんだよ。まあ、連れ去るところ、電話中の鬼怒さんに見られちゃってたんだけどね。鬼怒さん自分のせいで環ちゃんがさらわれたって、相当落ち込んでると思うから、会ったときは優しくしてあげてね」

「……鬼怒さんは、悪くありません。……私のせいで、みなさんに迷惑かけて…」

「俺らに迷惑かけたのは、君をさらった、君の幼なじみ君だから。謝らなくていい」

　優しい声で遮られ、私は泣きそうになり。大地さんはふっと笑ってから言った。

「環ちゃん、蒼真から聞いてるとおり、いい子だね。俺らも急いだんだけど、蒼真が一番に着くと思わなくてさ。あいつの怖い姿、見せてごめんね」

　私は、先ほど玲さんに言われた言葉を思い返して、大地さんに返した。

「……怖かったですけど。……見ておいて、良かったです」

「さすが環ちゃん。いい子には、面白いこと教えてあげるね。十年前、環ちゃんと蒼真が会ったあと三人で呑んで、ザルの蒼真が珍しく酔ってさ。落ち込んでたんだよ」

　私が「どうして」ともらすと、大地さんはとても楽しそうな声で教えてくれた。

「環ちゃんが、大人の女性だったら良かったのにって。その場で、結婚を申し込みたかったって」

　くっくっと笑う大地さんに、私はじんわり嬉しくなって、彼を抱く腕に力を入れる。

「四年前、蒼真が君を助けて、屋敷に呼んで、すぐに結婚を申し込むと思ってたんだけど。蒼真は、環ちゃんの弱みに付け込むようなことはしたくなかったらしくて。一緒に居るうちに、自分以外と、幸せになったほうがいいって思うようになったらしい」

　私が「そんなの」ともらすと、大地さんは声色を変えて言った。

「環ちゃんに、普通の人間と違う自分を見せたとき。嫌われるのが怖いから、自分の気持ちを大事にしてるだけだ、馬鹿。……って、環ちゃんが由良家で暮らすようになってから、俺と玲で言い続けてきたんけど。それはさ、俺らが勝手に、あいつに幸せになって欲しいと思ってるからなんだよね」

　途中から明るくなった声で、大地さんが続ける。

「環ちゃん、蒼真を、これからよろしくね。環ちゃんに寄ってくる男には容赦ないし、友達は俺らふたりしかいなくて、自分を必要以上に追い詰めるけど。君を幸せにする為に、これから、何でもしてくれるから」

「……はい。……私は、もう、……蒼真さんと両想いになれただけで、幸せですから」

「うわー、そんなこと、いつか言われてみたいよ。蒼真が目を覚まさないうちに、もっと、環ちゃんにチクっておきたいことあるけど。あとが怖いから、運転に集中するね」

　そう言ったあと、大地さんは口を閉じて、安全運転で屋敷まで車を走らせてくれた。

　駐車場に着くと、大地さんは蒼真さんを抱えて、母屋の温泉に入れに行くと言った。

「注射の効力は、とっくに切れてるはずだから。力を使い過ぎたせいで、起きないんだと思う」

　私は「力」ともらし、大地さんが教えてくれる。

「多分、幼なじみ君が、環ちゃんの携帯の電源を切っちゃってて。蒼真は、環ちゃんの居場所を見つける為に、力をたくさん使ったんだと思う。便利な力だけど、使い過ぎると、普通の人間とは違う身体的なものが隠しておけなくなって。もの凄く消耗するらしいよ」

　私は、とてもショックを受け。大地さんはにかりと笑って続けた。

「大丈夫。ここの温泉は疲労回復の効果が高くて、頭からつけたあと一晩眠れば、明日には元気になってるよ。蒼真の着替えを持ってきてくれるかな」

　私は「はい」と返して、洋館に急いで向かい、彼の部屋のクローゼットで見つけた浴衣を持って温泉に急いだ。

　脱衣所の前に着き扉を開くと、大きな水音が聞こえて、大地さんが私の名前を大きく呼ぶのが聞こえた。

「俺は、服着てるから！　浴室に入って来てくれないか！」

　私は慌てて脱衣所に入り、浴室の扉を引くと同時、しっとりとした温かさに包まれた。

「……ったく、湯に入れて、目が覚めた途端。環ちゃんはどこだって、暴れ始めてさ」

　つなぎ姿で、全身びしょ濡れになってそばに立つ大地さん。ひっかき傷のある疲れた顔で、大きく息を吐いて言った。

「蒼真、今の状態で、環ちゃんと居て大丈夫なのか。彼女を傷つけそうなら、俺が許さんからな。熊用の鎮静剤打つぞ」

　裸の蒼真さんに抱きつかれて、驚きながらも、良かったと思う私は彼の顔を見上げる。

「……環、……私が、怖くはないかな」

　私を見つめる蒼真さんの赤い瞳は、不安そうに揺れている。ぎゅっとした胸で、思うままを返した。

「……今は、怖くないです。もう、誰かに暴力を振るわないって、約束して下さい」

「約束する」と言い、蒼真さんはほっとした笑みを浮かべる。

「おい、見せつけんな。蒼真、俺の質問に答えろ」

　そばに立つ大地さんが言い、離れようとしたのに、彼は私を強く抱いてしまう。

「大地、玲も、すまなかった。君たちがいなかったら……」

「礼は、後日でいい。もう、俺、帰っていいんだな」

「大地の見立て通り、薬は切れて意識はあったが、疲労で目が開けられなかった。後日、私の昔を環に勝手に話したこと、言及させてもらうよ」

「へいへい」と言い、大地さんは浴室を出て行き、私は蒼真さんにもっと強く抱きしめられてしまう。

　彼の熱い腕の中で、今、伝える言葉を考える。

　……私のせいで、……使いたくない力を、使わせてしまった。

　彼の身体に負担をかけさせてしまい。頼りたくなかっただろう、彼のお友達にも迷惑をかけてしまった。

　……私は、……蒼真さんのそばに居てもいいんですか。

　そう、聞くのが怖くて、私はとりあえず謝ろうと口を開いた。

「……蒼真さん。……ごめんなさ…んんっ」

　上を向くと、いきなり深いキスがはじまり。私は息が吸えなくて、頭がクラクラし、唇を少しずらすと口内に彼の舌が入ってきた。

「……んっ…あんっ……んんっ」

　舌先をぬるぬると熱い舌で弄ばれて、頭がふわふわし始め。

「……んっ……あんっ！」

　カリッと舌先をかまれて、大きな声が出てしまった。唇が離れて、はあはあと息をしていると、片手で腰を持たれ片手で顔を上向かされる。

「……環、ごめん。……君に、触れたい」

　赤い瞳を細め、余裕のない顔をしている蒼真さんに、私は胸が大きく高鳴りはじめて。

「……君に触れたくて、おかしくなりそうなんだ」

　彼の言葉と熱い視線に、とても求められているのが分かって、ずくりと下半身がうずく。

　謝罪がまだで、聞かなければいけないこともあるのに、私は思うままを返した。

「……蒼真さん、……触れて、下さい」

　蒼真さんは柔らかく笑んだあと、「ありがとう」と言い。再び深いキスを始めて、私の熱を高めていく。

　彼はキスをしながら、私の服を脱がせていき。唇を離して、裸の私を見つめ言った。

「……環、綺麗だね。全部、食べてしまいたい」

　彼の熱い舌が、耳たぶ、首筋、鎖骨と這っていき、どきどきと高鳴っている胸へと向かう。

「……ああんっ……あっ……あんっ」

　左右の胸を両手に収められて、両方の乳首を下から上に何度もなめられ。私は声が止まらず、ぞくぞくとした感触に背中が震えてしまう。

　左右の乳首を交互に口に含まれ、舌で弄ばれ続け。下半身がずくずくと疼きだしたとき。

「……あんっ！　……ああんっ……りょうほう……やあんっ」

　下半身の疼く場所を指で弄られはじめ、指と舌での両方の乳首への刺激を一緒にされて、おかしくなりそうになる。

「……ああんっ……そうまさっ……もう……へんに、なっちゃう」

「……環、……私も、一緒にいいかな」

　意味が分からないまま「はい」と荒い息で返すと、浴室の壁に両手をつかされる。

「……環、……両足を、閉じてくれるかな」

　後ろに立った蒼真さんが耳元で言い。言われた通りにすると、かりっと耳たぶをかまれ声を上げてしまった。

「……環、いい子だね。かわいい、大好きだよ」

「……私も、……蒼真さんが、好き。大好きっ……あんっ」

　後ろから両方の胸を収められ、乳首を指でこねられて、気持ちいいと教えてもらった感覚に包まれ始めたとき。

「……あっんっ！　……そうまさっ……ああんっ」

　閉じた両足の間を、彼の熱い塊が動きはじめ。自分の溢れているもので、ぬるぬるした塊がそこを擦り。胸の刺激とともに目の前がちかちかしてくる。

「あっ……そうまさんっ……きもちいい……そうまさんの、きもちいいよおっ」

「……私も、……すごく、気持ちいいよ」

「……ああんっ……あんんっ……あんっ」

　自分のやらしい声が、お風呂場で大きく響き。恥ずかしいのに止めることが出来ず。下半身からの気持ち良さが、全身を包んでしまいそうになる。

「ああんっ……そうまさっ……わたしっ、もうっ……」

「……環、私も……」

　蒼真さんは苦しそうな声で言ったあと、塊の動きを速くしてしまう。

「ああんっ……あんっ……ああんっ……もっ……イクっ！」

　私は大きく叫び、太ももの間で塊がびくびくと動くのを感じた。落ちそうになった身体を支えられ、床に流れる白い液体を見つめ、意識を手放してしまったあと。

「……んっ……あっ……んんっ」

　自分のやらしい声と、感じる気持ち良さに両目を開き。薄暗い自分の部屋で、ベッドの上に居るのが分かり。

「……すまない。寝ていていいから、もう少し、触らせてくれないか」

　上に覆いかぶさる蒼真さんが、両目を細めた切なそうな顔で言った。

「……環、まだ、足りない。君が、欲しいんだ」

　彼の言葉と熱い視線に、胸がドキドキし始め。裸の身体が熱くなり、思うままを返す。

「……触って。……私も、あなたが欲しいです」

　私は、蒼真さんに求められるのがすごく嬉しくて。溢れてくる愛おしさのまま、重なった彼の唇と舌を貪った。

「……環、……キス、上手くなったね」

「……っ……はしたなくて、ごめんなさっ……あんっ」

　自ら絡めていた私の舌先を、優しく噛み。唇を離した蒼真さんが、両目をとても細めて言う。

「……嬉しいよ。もっと、やらしくなって」

「……そんなこと……いわないでっ……んんっ」

　私の熱い身体を、もっと熱い彼の舌が這いはじめる。耳、首筋、鎖骨、肩、腕、手首。指を口に含まれて、左右とも全部舐められてしまったあと。

　力が抜けた身体を横向きにされ、後ろからうなじを舐められて、大きな声が出てしまった。

「……環、ここ、気持ちいいの」

「……わかんなっ……ああんっ」

「……こんなところで、感じて。かわいいね」

「……やあっ……いわなっ……もっ……やあんっ」

　蒼真さんがうなじに這わす舌を離して、ほっとする間もなく。背中を舌でくまなくなぞられ、腰を甘くかまれて、私はびくりと全身を揺らしてしまった。

「……環、かわいい。すごく、身体熱くなってるね」

「……っ……だって……そうまさんが……えっちなことばっかり、するから」

　後ろに居る、顔が見えない彼に返すと、ふっと小さな笑い声が聞こえた。

「……私のせいで、やらしくなってるの。嫌かな」

　振り返る前に、耳元で言われて、おしりを両手でつかまれてしまった。やわやわともまれるたび、まだ触られてないのに、溢れているのが分かる場所に刺激を感じてしまう。

「……やじゃ……な……そうまさ……ああんっ……あそこ、さわってくださっ……あんっ」

　我慢出来ずお願いすると、お尻をぎゅっとつかまれて、声が大きく出てしまった。

「……もう少し、我慢して。もっとやらしくなろうか」

　そう言ったあと、彼は私のおしりから足首まで舌を這わせ、足の指を口に含んでしまう。

「……だめっ……きたないからっ……あんっ」

「……環に、汚いところなんてないよ。全部、綺麗で、すごくおいしい」

　足の指を全てしゃぶられ、力が抜けきった身体を仰向けにされて、私は覆いかぶさった彼に言われる。

「環、して欲しいこと、言ってごらん」

　蒼真さんに全身舐められ、とろけている私は思うままを言う。

「……あそこ……なめてください」

「いい子」とちゅっと唇にキスを落としてから、彼の顔が私の下半身へ向かう。

　力が入らない両足が開かれ、溢れている場所を露わにされたあと。熱い舌に望んだ刺激を与えられ、私はすぐに果ててしまう。

「……あっ！　……やあんっ……あんっ……ああんっ……またっ……」

　果ててすぐの、びりびりと痺れ、敏感になっている場所を口に含まれ。舌で弄ばれて、私はまた果ててしまう。

「……あっ……もっ…だめえっ……もうっ……ああんっ……やああんっ」

　二度果てている場所を、唇で吸われて、舌で強く刺激され。私は、おかしくなりそうになり、大きな声を上げて果てたあと。彼の指が、とても熱くなっている中に入ってくる。

　もう知っている刺激を思い出し、私は背中にゾクゾクと感じながら、荒い息で言う。

「……きもちいいとこ、さわってください……きもちよく……してくださ……ああんっ」

　片方の乳首を熱い口に吸われながら、指がゆっくり動き、そこに触れられて頭が白くなる。

「……ああんっ……あっ……そうまさっ……あんっ……でちゃうっ」

「……いいよ。環、気持ち良くなって」

　蒼真さんが指で擦る場所からの刺激で、私はシーツを濡らして、頭が真っ白になる。指が抜かれたあと、腰がびくびくと揺れた私を蒼真さんが後ろから抱きしめ、小さく言った。

「……環、かわいい。もう、身体が辛いかな」

「……大丈夫。……今日は、我慢しないで。……蒼真さんを、全部下さい」

「環、そんなことを、言わないでくれ。これでも、加減して、君に触れているんだよ」

「……大丈夫ですから。……私は、蒼真さんを、絶対に嫌いになりません」

　声が返ってこなくなり、身体を後ろに向けると、くしゃりと笑んだ黒い瞳の顔があった。

　私は両腕を伸ばして、ぎゅっとなった胸に彼の顔を収めて言う。

「……蒼真さん、好き。大好きです」

　……十年前、約束してから、気持ちは大きくなるばかりで。

「あなたが見せてくれる姿は、どんなものでも嬉しい。嫌うことなんかないから」

　そう、今、思っているままを言い。両腕の中から「ありがとう」と聞こえたあと。

「……あっんっ……そうまさっ……やあんっ」

　両方の乳首を指に挟まれ、じゅっと片方を吸われてしまう。

「我慢しなくて、いいんだろう。環に、とても嬉しいことを言われて、もっと触れたくなったんだ」

「……あっ……いったけどっ……あんっ……やあんっ」

「環は、乳首をこねられながら、先を舐められるのが気持ちいいの」

「……やあっ……いわなっ……でっ」

「環、やらしいこと言われると、感じるの。かわいくて、いやらしいね」

　耳元でぼそり言われて、私は乳首の刺激とともに果ててしまう。

「環、かわいいね。もう少し、してから、受け入れてもらうよ」

　私は荒い息しか返せず、力の入らない身体を、座る彼の上へ跨ぐように座らされる。

「環、かわいい舌を出して」

　顔を上向かされて、私は言う通りにしてしまう。蒼真さんは私の舌を口に含み、舌先を唇と舌で弄びはじめ。舌への刺激と、両方の乳首をコリコリと指で弾かれる刺激に、下半身がずくずくと強く疼きだしたのを感じたとき。

「……環、腰、動いてるね。気持ちいいの」

　唇が離されて、グラグラする頭で「はい」と小さく言うと、ぐっと腰を両手で持たれ動かされはじめる。

「……ひゃっ……あっ……そうまさっ……の……あたって……これっ、だめえっ」

　さっき、お風呂場では立ってしたことは、座ってすると、もっと刺激が強くて。

　何度も果てたあとだからか、蒼真さんの塊でそこが擦れるたび、びりびりと背中が震えるほど気持ちいい。

「……ひゃんっ……いまっ……ちくび、だめえっ……ああんっ」

　腰から離した両手で、両方の乳首をつねり弾きながら。蒼真さんが耳元で言う。

「……環、自分で、腰を動かしてごらん。私で、いやらしくなるところ、見せて」

　私は、恥ずかしくて、はしたないと分かっているのに、言われた通りにする。

　両方の乳首を弄られながら、下半身を蒼真さんの熱い塊で自ら擦り。すごく恥ずかしくて、とても気持ち良くて、部屋中に響く自分の声と水音の中果ててしまった。

「……環、かわいいね。見せてくれて、ありがとう」

　ぎゅっと抱いてくれたあと、「少し待ってて」とベッドに私を優しく倒し、準備をした蒼真さんは先ほどの様に私を上に座らせる。

「環、ゆっくり入れて、無理なとこで止めて」

　私は、蒼真さんが片手で持つ塊を、お尻を支えられ溢れている場所に導く。熱い塊を少しずつ入れていき、触れたところに、大きく声が出た。

「……環、痛かったら、止めて」

　私は、彼の首に両腕をまわし、震える身体で言った。

「……たく、ない……へんなの……くるとこっ、あたって……ああんっ」

「……腰、自分から揺らして。やらしいね」

　そう言った蒼真さんの瞳は、いつの間にか赤く変わっている。向けられているとても熱い視線と、自ら感じようとしている刺激に、私は声が止まらない。
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「……気持ち良くて、勝手に、腰が揺れるの。かわいくて、いやらしいね」

「……あっんっ……そうまさん……やらしいの……いやじゃないですか」

「……嫌な訳ないだろう。もっと、やらしい身体になって、私をもっと求めて欲しい」

「……そんな……ああんっ」

　私が、もう充分、蒼真さんを求めてると言う前に、口と指で両方の乳首をいじられてしまう。

「……環、かわいい。気持ち良くなって、もっと、やらしくなって」

　私は中の刺激を自分で導き、果ててしまう。意識を手放す前に、背中がシーツに柔らかく着き、繋がったままの彼が覆いかぶさる。

「……環、もう少し、奥まで進むから。痛かったら…」

　私は彼に抱きつき、唇で言葉を奪い、言った。

「……全部、下さい。……あなたが、欲しいんです」

　蒼真さんは、私の顔中に優しいキスを降らせたあと、ゆっくり動かし始める。

「……環、大丈夫かな」

　痛みは感じず、広げられる違和感に、私は「大丈夫です」と返し。彼はゆっくり進んでくれ、「全部、入ったよ」と教えてくれた。

「……環、好きだ。大好きだよ。大事に出来なくて、すまない」

　動きを止め、私をきつく抱く蒼真さんが言い。

「……私は、大事にされてます。……それに、私が大事にしたくて、蒼真さんと一緒に居たいんです」

　そう返したあと、蒼真さんは私の顔を見つめ、とても綺麗で寂しさを感じない笑みを見せてくれる。

　良かったと思い、胸がぎゅっとしたあと。私は大きく声を上げてしまった。

「……環、痛いなら…」

　私は、彼にしがみつき、「違うの」と初めての感覚に包まれながら言う。

「……たくない……けど……なんか……おくへんなの……あんんっ」

　ちゅっと、私のおでこにキスを落として、震えている私に蒼真さんが耳元で言った。

「……環、変じゃなくて、奥の気持ちいいところ。もっと、感じてみようか」

　返す前に、塊が中で動き始めて、私は言葉になっていない大きな声を上げてしまう。

「……あんっ……ひゃあんっ……あんんっ」

　中の奥を突かれるたび、腰ががくがくと揺れ、今までで一番強烈な刺激で頭がグラグラする。

「……あっ……ああんっ……やあっ……そこっ……やああんっ」

　ずるりと中から抜かれそうになり、先ほど果てた場所まで戻り、擦られて。もう、おかしくなってしまってから、奥に塊が戻る。

「……あっあっ……なにか、きちゃう……こわいっ……」

「……環、こわくないよ。一緒に、居るから」

　蒼真さんとキスをしながら、私は初めての強烈な刺激に包まれた。

　少しして、彼はびくびくと動いていた塊を、私の中から抜き。意識を手放してしまいそうな私を、柔らかく抱いて言った。

「……環、ありがとう。私は、君がくれた約束だけで、寂しくても生きていける」

　私は言葉を返せず、蒼真さんは私を強く抱いて、続けた。

「……そう、思って、生きていこうと思ってた。環、ありがとう。私は、もう、寂しさを感じないよ」

　十年前、聞けなかった続きを聞けて、今の彼の気持ちを聞くことが出来たあと。

　私は、とても幸せな気持ちで意識を手放した。






　　　※






　蒼真さんと、身体も心も通い合った次の日。

　夜まで寝続けてしまった私は、彼に起こされて、訪ねてきた一郎君と話すことになった。

「本当に、すまなかった。たまきが許せないなら、俺を、警察に突き出してもいい」

　玄関で頭を深く下げる一郎君に、私は少しして返す。

「……顔を上げて。一郎君、私を、助けようとしてくれてありがとう。私は、大丈夫だから」

　一郎君がゆっくり顔を上げて、真剣な顔で私に言った。

「たまき、本当に、大丈夫か」

「……うん。私、頼りないけど、蒼真さんと一緒に居る」

「ばかたまき。お前は、すごく、強いよ」

　一郎君は、少し意地悪な、いつもの笑みを浮かべて「幸せになれよ」と残し、出て行った。

「ごめんね」と小さくつぶやくと、一郎君とふたりにしてくれた、蒼真さんがやってきて後ろから抱きしめてきた。

「彼の父親の会社への、由良家からの受注がなくなった話は、嘘だ。でも、彼が環を強く想っていた気持ちは、嘘じゃなかった。彼になら君を託せると思った、私の気持ちは嘘ではない」

「でも」と、蒼真さんは私を強く抱きしめて続ける。

「本当は、託したくなんか、なかった。君の幸せを願うなら、私より彼と居たほうがいいと分かっているのに」

「……蒼真さん、勝手に決めないで下さい。私は、今、すごく幸せですから」

　両腕が緩んで、私は後ろに向き、嬉しそうな泣きそうな彼の顔にキスをしようとしたとき。お腹の音を、とても大きく響かせてしまった。

「一日、食べてなかったからな。寝ているうちに身体は拭いておいたが、多恵さんが用意しておいてくれた食事を温めておくから、シャワーを浴びてきなさい」

　熱い顔を下に向けて「はい」と返すと、彼は私の顔を上向かせて言った。

「環、身体が辛いなら、洗ってあげようか」

　蒼真さんは昨晩の顔になっていて、胸がどくんっと大きく鳴る。

「そんな、かわいい顔をされたら。触れてしまえば、また、君を抱きつぶしてしまいそうだ」

　私は、かああっと顔が熱くなり、小さい声で言った。

「……シャワーは、ひとりで大丈夫です。……その、……今日も、一緒に寝てもらえますか」

　最後、声がとても小さくなった私に、ちゅっとキスをくれたあとで彼が言った。

「環が嫌じゃなければ。今日から、私の寝室で寝ないか」

「いいんですか」と返すと、蒼真さんが耳元で声色を変えて言う。

「そんな、嬉しそうな顔して。かわいいね」

　私は、ぞくぞくと背中に感じてしまい、彼が離れる。

「シャワー浴びておいで。大丈夫。環の日常生活に支障が出るようなことは、ご両親に申し訳がたたないから、絶対にしない」

　そう言い、笑んだ顔は保護者のもので、私はバクバクする胸を押さえて浴室へと急いだ。

　……蒼真さんて、分かってたけど、……大人だな。

　言葉通り、食事のあとで一緒に寝ている間、彼はただ抱きしめてくれるだけだった。

　私は、意識しながらも、彼の体温に包まれて安心して眠り。一日休んだだけで、大学に通う日々に戻り、週末、蒼真さんと実家に向かった。

　彼が私との結婚を願うと、父はとても驚き、母は落ち着いた様子で言った。

「環は、抜けたところもありますが、まっすぐで、強い子です。蒼真さんが背負っているものを、少しでも、楽に出来たらと思います」

「よろしくお願いします」と母が頭を下げて、蒼真さんは「ありがとうございます」と深く頭を下げた。

　今日は挨拶だけと、実家をあとにして、私はふわふわした頭で由良家へ彼と戻った。

「環、少し、屋敷周りを散歩しないか」

　駐車場に着くと言われ、私達は屋敷の外をゆっくり歩く。緑茂る匂い、どこからか香る金木犀の匂い。十年前と同じ匂いに、私は胸がぎゅっとなり、隣に居る蒼真さんを見上げる。

　……本当に、……大人になって、彼と一緒に居られることになるなんて。

　とても嬉しくて、現実味がなくて、これから色々あるかもしれないけれど。

　……蒼真さんと一緒に居られるなら、私は大丈夫。

　そう思った直後、私は足を絡ませてしまったが、彼に腕をひかれこけなかった。

「ありがとうございます」と言うと、向かい合う蒼真さんが私を見つめて言った。

「環、私と、ずっと一緒に居て欲しい。君を、力の限り、幸せにするから」

　改めて言ってもらい、両目に涙が浮かび、そのまま左手を彼に持っていかれる。

「環、愛してる。結婚して下さい」

　私は、我慢出来ず、両頬に涙が伝ったまま「はい」と返した。ちゅっと、キスを落としてくれたあと、蒼真さんは私の左薬指に指輪をはめた。

「気に入らなかったら、すまない。後日、一緒に、いいものを買いにいこう」

　私は、薬指でキラキラ輝く指輪に、涙が止まらなくなり。ぶんぶんと頭を左右に振って、涙声で言った。

「……すごく、嬉しいです。……お仕事忙しいのに、用意してくれて、ありがとうございます」

　涙は止まらないけれど、嬉しさのあまり顔がとても緩んでいる私は、彼の両腕の中に収められた。

「環、かわいい。どうしたらいいんだ、君のことが、日ごとに愛しくなってしまう」

　聞こえた言葉に、とくんとくんと心臓が高鳴り、「私もです」と顔を上げる。

「……蒼真さんのこと、どんどん、好きになります。どうしたら、いいんですかね」

　私がふふっと笑うと、蒼真さんが、とても綺麗で幸せそうな笑みを見せてくれる。

「環、帰ろうか。今日は、多恵さんと鬼怒さんと一緒に夕飯を食べて、報告をしよう。ふたりは、私の親代わりの様なもので、私達のことでずいぶん心配をかけた」

　私は「はい」と緩んだ顔で言い、笑顔の蒼真さんと手をつないで、これから彼とずっと一緒に居られるお屋敷へ向かった。







『私を、お嫁さんにして下さい～初恋のひとは、龍神の末裔でした～』ＥＮＤ










著者紹介




望月　とうこ（もちづき・とうこ）


大阪在住のフリーライター。ペンネームの由来は、大好きな『おもち』と『うさぎ』。

既刊は『甘恋レシピ』『文系女子に淫らな恋は早すぎる』








Copyright © 2021 toko motiduki All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一話



		第二話



		第三話

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





